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善
の
た
め
に
奉
仕
し
て
く
れ
た
愛
に
感
謝
し
ま
す
。

●
文
・
證
厳
法
師
　
訳
・
済
運
　
撮
影
・
黄
筱
哲

諸
々
の
愛
を
結
集
し
た
大
愛
で
世
界
を
幸
福
に
し
、

敬
虔
に
斎
戒
し
て
生
命
を
護
り
、

慈
悲
と
智
慧
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
精
進
し
、
そ
れ
を
実
践
し
て
こ
そ
、

法
は
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
に
存
在
し
ま
す
。

平
穏
で
福
と
慧
が
兼
ね
備
わ
っ
た
年
を
迎
え
る

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
良
い
願
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
世
で
四
大
元
素
の
調
和
が
取
れ
、
災
害
が
な
く
な
る
こ
と
を
。

社
会
の
調
和
が
取
れ
て
平
穏
に
な
り
、
互
助
相
愛
す
る
こ
と
を
。

人
心
が
浄
化
さ
れ
、
誰
も
が
福
と
慧
を
修
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
。

二
○
二
○
年
歳
末
祝
福
会  

證
厳
上
人
の
開
示
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ている人はまだまだ限られている。身近なところ
から少しずつ習慣を身につける必要がある。運動
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化
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確
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ろ
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「
大
き
な
災
害
は
自
然
が
人
類
に
与
え
た
大
い
な
る
教
育
で
す
。
大
災
害
に
直
面
し
た
時
、

『
認
識
し
目
覚
め
』
る
べ
き
で
、
自
分
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
天
と
地
に
対
し
て
謙
虚

に
な
る
こ
と
で
す
」
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症(

c
o
v
i
d
-
1
9
)

の
発
生
以
来
、
證
厳

法
師
は
、
こ
の
疫
病
は
警
告
で
あ
り
、
大
自
然
が
与
え
た
「
大
い
な
る
教
育
」
で
あ
る
と

繰
り
返
し
言
っ
て
き
た
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
疫
病
を
治
療
す
る
人
類
の
能
力
は
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
。

十
四
世
紀
初
頭
に
黒
死
病
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
人
口
の
四
分
の
一
以
上
の
命
を
奪
っ

た
時
は
、
そ
の
伝
染
病
を
前
に
し
て
為
す
術
を
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
現
在
、
科
学
者
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
配
列
を
迅
速
に
解
明
し
、
ウ
ィ
ル
ス
検
出
方
法
を
開
発

し
、
ま
た
、
社
会
崩
壊
を
回
避
す
る
た
め
に
公
衆
衛
生
な
ど
の
対
策
を
迅
速
に
推
進
し
て

い
る
。
台
湾
は
半
年
以
上
、
比
較
的
安
全
で
安
定
し
た
も
の
だ
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
学
者
ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
氏
は
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
て
、
人
類
に
疫
病
の
流
行
を
抑
え
る
「
能
力
」
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
能
力
を
適
切

に
使
う
「
智
慧
」
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
述
べ
た
。

こ
の
観
点
は
熟
考
に
値
す
る
。
国
際
間
の
有
効
な
協
力
態
勢
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
に
、

防
疫
に
抜
け
穴
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
個
人
の
自
由
を
提
唱
す
る
欧
米
諸

国
で
は
、
疫
病
予
防
策
を
厳
格
に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
冬
を
迎
え
た
こ
の
時

期
に
再
び
感
染
拡
大
と
い
う
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
疫
病
は
必
ず
し
も
致
命
的
な
天
災
で
は
な
く
、
人
災
が
そ
れ
を
悪
化
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
る
。
最
大
の
敵
は
ウ
イ
ル
ス
で
は
な
く
、
制
御
が
難
し
い
人
心
な
の
で
あ
る
。

悟
り
と
謙
虚
さ

◎
訳
・
善
耕

編
集
者
の
言
葉
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一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
が
際
だ
っ
て
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
技
術

に
頼
る
あ
ま
り
人
心
が
自
省
を
欠
い
た
上
に
正
道
を
踏
み
外
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
二
年
間
、
世
界
は
鳴
り
物
入
り
で
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
が
進
み
、
無

人
化
・
自
動
化
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
「
知

恵
の
時
代
」
は
実
現
に
近
づ
い
て
い
る
が
、
多
く
の
懸
念
も
生
じ
て
い
る
。

ハ
ラ
リ
氏
は
『
二
十
一
世
紀
の
た
め
の
二
十
一
の
教
訓
』
と
い
う
著
書
の
中
で
、
人
々

が
直
面
す
る
最
大
の
問
題
は
、
経
済
発
展
が
生
態
環
境
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
、
社
会
の
矛

盾
や
対
立
を
引
き
起
こ
す
こ
と
だ
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
経
済
成
長
が
そ
れ
ら
を

解
決
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
彼
は
ま
た
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
個
人
の
行
為
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
同
じ
趣
味
や
考
え
方
の
人
と
つ
な
が
る
」
こ
と
で
、
自
分
と
同
じ

意
見
が
全
方
向
か
ら
反
響
し
て
増
幅
さ
れ
る
「
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象
」
を
作
り
出
す

た
め
、
人
々
は
自
分
の
意
志
で
外
の
世
界
を
理
解
で
き
る
と
誤
解
し
て
い
る
の
だ
と
指
摘

し
た
。
人
々
が
自
分
の
心
の
認
識
を
欠
い
て
い
る
限
り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
人
間
の
奥
深

い
情
緒
や
欲
望
を
操
る
の
は
益
々
、
容
易
に
な
る
。

今
年
、
慈
済
人
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の
集
会
や
活
動
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
き
た
が
、

最
前
線
の
慈
善
支
援
に
は
今
で
も
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
努
力
を
注
い
で
い
る
。
三

月
か
ら
は
世
界
中
の
慈
済
人
が
ウ
ェ
ブ
会
議
で
法
師
に
各
地
の
業
務
を
報
告
し
、
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
勉
強
会
を
開
い
て
、
人
類
の
命
や
生
活
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
疫
病
の

流
行
が
起
き
た
原
因
を
考
え
、
い
か
に
し
て
心
念
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
調
整
す
る
か
に

つ
い
て
反
省
し
て
い
る
。

未
来
は
予
測
で
き
な
い
が
、
内
面
を
観
照
し
た
上
で
、
衆
生
が
生
命
共
同
体
で
あ
る
こ

と
を
悟
り
、
自
分
の
利
益
に
焦
点
を
絞
る
の
で
は
な
く
、
外
に
向
け
て
謙
虚
さ
を
地
道
に

表
す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
人
類
が
直
面
し
て
い
る
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
慈
済
月
刊
六
四
九
期
よ
り)



共に大愛を携え、
福を造り、善行する
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新型コロナウイルス感染症
における海外支援の記録

防疫物資が支援された国と地域

主題報道



1,362,140
防護・隔離服と

キャップ

健康菜食弁当 

85,561
待機者への安心福袋

6９,049
 福慧ベッド

5,175

医療用マスク

11,898,284
消毒用アルコール

50,748 L
布マスク

297,751

防護手袋

防護フェースシールド
防護ゴークル

枚

個

枚

枚 枚

袋 食 床

慈
済
は
海
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
各
国
の
資
源
を
使
い
、

台
湾
を
含
め
た
８
５
の
国
と
地
域
か
ら
、

２
７
項
目
の
防
疫
物
資
を
３
５
の
国
と
地
域
の
貧
困
者
、

延
べ
１
０
３
萬
世
帯
の
４
３
２
萬
人
に
届
け
た
。

537,022

9,068,000

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
全
人
類
の
日
常
生
活
を
変
え
た
。
国
境
を
跨
ぐ
慈

善
組
織
で
あ
る
慈
済
は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
形
態
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

以
前
の
地
域
性
天
災
の
支
援
と
異
な
り
、
今
回
の
防
疫
災
害
支
援
は
正
に
地
球
規
模
の

活
動
で
あ
り
、
支
援
を
し
た
国
と
地
域
は
五
大
州
に
及
ん
で
い
る
。

台
湾
の
慈
済
は
、
医
療
最
前
線
の
防
疫
と
地
域
社
会
の
慈
善
活
動
を
続
け
て
い
る
。
海

外
の
慈
済
拠
点
は
花
蓮
本
部
と
緊
密
に
連
絡
を
取
り
、
貴
重
な
防
疫
物
資
を
転
送
し
た
り

し
て
、
社
会
の
弱
者
で
あ
る
貧
困
者
や
難
民
を
支
援
し
て
い
る
。
交
通
網
が
途
絶
え
て

も
、
目
に
見
え
な
い
心
を
通
わ
せ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
や
心
を
募
る
活
動
、
善

行
の
勧
め
、
菜
食
の
呼
び
か
け
な
ど
、
最
も
困
難
な
時
期
に
、
共
に
大
愛
を
携
え
て
い
る
。

　
◎
訳
・
高
雪
白

慈済ものがたり 10資料提供：慈済基金会2020年11月10日統計 (慈済月刊六四九期より)
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ア
ジ
ア
オ
セ
ア
ニ
ア

ホーチミン市の第６区では、目の不自由な人がボランティアの案
内で、互いの肩に手を置き、列を成して配付会場に入った。慈
済はホーチミン市友誼協会と協力して、５月と６月に生活支
援物資の配付を行い、手工芸、宝くじ売り、マッサージ、流しな
どで生活を維持している身障者や目の不自由な人など併せて
２千２百世帯に食糧とマスクを提供した。（撮影・文天亮）

ベトナム

台湾、中国、マレーシア、インドネシア、カンボ
ジア、ホンコン、スリランカ、韓国、フィリピン、
シンガポール、ミャンマー、インド、ヨルダン、
アメリカ領サモア、タイ、ラオス、ブルネイ、
べトナム、ネパール、日本、北マリアナ諸島
（サイパン島）、トルコ、バングラデッシュ、イ
ラク、オーストラリア、ニュージーランド

支援した国（防疫物資は２６カ国、
同時に生活支援した国は１９の国と地区）マレーシアは、３月に国外からコロナウイルスが持ち込まれ、

５月にクラスターが発生し、１０月に政治集会で第３波の
コロナ禍が出現したため、感染者数が激増して、病院の病
床がひっ迫状態に陥った。政府は、シブガ(sibuga)総合体
育館を徴用して、軽症患者を安置した。サバ州サンダカンの
ケント病院は、病床を２百床配置するため、慈済に人的支
援を求めた。（撮影・龔徳益）

マレーシア

◎
文
・
慈
済
月
刊
誌
編
集
部
　
訳
・
常
樸
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ミャンマーの慈済人は、４月から９月までに支援物資の配付を４
回行い、合計で４０,６７６世帯の農家と貧困家庭を支援した。９
月２６日、ボランティアは物資をヤンゴン地区のクンヤンゴンの農村
に届け、１世帯当り、４８キロの米と２リットルの食用油が配付さ
れた。少なくとも１カ月生活することができる。（撮影・ミャワイカウ）

ミャンマー

タイの慈済ボランティアは、８月にノンタブリー県バンヤイ郡で、コロ
ナ禍の影響を受けた生徒たちに生活用品パックを寄贈した。その
後バンコク地区の７つの県の貧困家庭に対して、４月から８月ま
で合計５４,８３９世帯に生活用品パックを配付し、９月に２回目
の生活支援を開始すると、１０月末までに千世帯余りへの配付
を完了した。（撮影・蘇品緹）

タイ南
北
ア
メ
リ
カ

パラグアイ東方市の慈済ボランティアは、毎月ケア世帯に配付を行
なっているが、コロナ禍で中断したことはなく、今まで通り生活物資を
家まで送り届けている。特に一部の子供は病気で治療が必要なた
め、ボランティアは医薬品とサプリメントも用意する。(撮影・西衛歐)

パラグアイ

ドミニカ、アメリカ、チリ、セントマーチン、プエ
ルトリコ、エクアドル、メキシコ、ホンジュラス、
パラグアイ、ハイチ、グアテマラ、エルサルバ
ドル、ブラジル､ボリビア、カナダ、ペルー、ア
ルゼンチン

支援した国（防疫物資は１７カ国、
同時に生活支援した国は１２の国と地区）

◎
文
・
慈
済
月
刊
誌
編
集
部
　
訳
・
江
愛
寶
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慢性疾患者と貧困者の比率が高いというのは、ニューヨーク
に住むバングラデシュ移民コミュニティの深刻な問題である
が、当地はアジアからの移民コミュニティの中でコロナウイルス
感染者数と死者が多い地区でもある。５月から慈済ボラン
ティアは新鮮な野菜や果物、保存食を提供し、彼らが十分
な栄養を得て、免疫力を高めてくれることを望んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　(撮影・蔣珊珊)

アメリカ

首都ポルトープランスのラサリーヌ地区にあるＯＰＥＰＢ学校の
１,５００人の学生は、それまで毎日一食の無料ランチを摂っていた
が、長い３カ月の夏休みが終って、１０月１日に学校が始まる
と、各世帯に１袋の台湾白米と３つのマスクが贈られた。学生
はボール紙に「證厳法師様、ありがとうございます。慈済、ありがと
うございます」と書いた。（写真の提供・アメリカ総支部）

ハ
イ
チ

コロナ禍で夜間外出禁止令が出されていた間、１世帯あたり週
２回だけ買い物のために外出できたが、低所得世帯は収入が
足りず、食糧が底をつき始めていた。慈済ボランティアはカノアと
ポルトビエホ、マンタ市などで大規模な食糧の配付と菜食の勧め
を行い、各世帯に白米、トウモロコシ粉など８種類の食糧を届
けた。(写真提供・エクアドル連絡所)

エ
ク
ア
ド
ル
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ア
フ
リ
カ

今年の下半期は国内のコロナ禍が落ち着いてきたが、７月の雨
季に洪水が発生した。慈済は現地の長年のパートナーと共に、エ
ボラ出血熱の生存者や社会福祉施設に白米、五穀粉、湯おけ
などの物資を届けた。また、２０の医療機関に感染予防物資の支
援を行った。慈善支援は延べ３万９千人に恩恵を与え、ドン・
ボスコ・シェルター・センターの子供たちから感謝を表す手作りのポ
スターが届いた。(写真の提供・ドンボスコ・シェルター・センター)

シエラレオネ

スワティニ、南アフリカ、レソト、モザンビー
ク、ジンバブエ、ケニア、ニジェール、ベナン、
マダガスカル、ブルキナファソ、南スーダン、
セネガル、マリ、モーリタニア、シエラレオネ、
スーダン、ガーナ、コンゴ、ザンビア、ボツワ
ナ、ナミビア、マラウイ、チュニジア

支援した国（防疫物資は２3カ国、
同時に生活支援した国は４つの国と地区）

アフリカ諸国の中で最もコロナウイルスの感染者数が多い。コ
ロナ禍が最も深刻だった７月と８月でも、現地ボランティア
は片田舎に出向いて、食糧支援を続けた。 レディ・スミスの
山岳地帯では、村人たちの住居が遠く離れているため、ボラン
ティアたちが白米を届けると、住民たちはロバを使って家まで
食糧を運んだ。（撮影・黄秋月）

南アフリカ

◎
文
・
慈
済
月
刊
誌
編
集
部
　
訳
・
本
諦



2021・221

５月下旬に政府が再びロックダウンを延長したことから、貧困層は食
糧の買い溜めができず、村に閉じこもるしかなかった。首都ハラレのボ
ランティアが白米と食用油を届けると同時に、地域の食糧供給所を立
ち上げ、孤児たちに温かい食事を提供し、行動の不自由な人たちに
福慧ベッドを配付した。１０月末までに３３,８６５世帯のケアを行っ
た。 (撮影・フレンギシレ・ジヤネ)

シンバブエ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

イタリアは今年前半、ヨーロッパの感染拡大の震源地だった。
慈済は、ローマ・カトリック教会の修道会で宜蘭にあるカミロ修
道会のディドーネ・ジュゼッペ神父の訴えに応え、ミラノのカミロ修
道会に２万枚の医療用マスクを寄贈した。マスクは４月に到
着し、地元病院の医療スタッフに届けられた。
　　　　　　　　　　　　(写真の提供・花蓮慈済本部)

イタリア

イギリス、フランス、バチカン市国、ドイツ、イ
タリア、ベルギー、スウェーデン、スペイン、
デンマーク、オーストリア、スイス、ノルウェー、
オランダ、ロシア、ポルトガル、ボスニア、ウ
クライナ、クロアチア、アルバニア

支援した国(防疫用品の支援は１９カ国)

◎
文
・
慈
済
月
刊
誌
編
集
部
　
訳
・
李
曉
萍
（
明
湉
）

ボランティアはコミュニティ
で菜園を作るよう呼びか
けると共に、６０以上の給
食ステーションを開設し、
週に１～３回貧しい高齢
者のために食事を提供し
ている。コロナ禍で給食ス
テーションがその機能を発
揮し、子供たちのお腹をいっ
ぱいにするだけでなく、いくつ
かのステーションでは、新鮮
な野菜を持ち帰ることもで
きる。 (写真の提供：スワ
ティニ・慈済ボランティア)

スワティニ
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数多くのハードルを乗り越えて、８万枚のマスクが４月下旬、フ
ランクフルトに到着し、感染者の多いハインツバーグ郡の病院の防
疫を支援した。南部ではバイエルン地方の多くの病院とケアセン
ターも、２０万枚の医療用マスクとフェースシールドなどを受け取っ
た。バイエルンの東南クリニックはWebサイトで慈済の大愛を紹
介した。

新型コロナ感染症の患者を専門に受け入れるパリのアンテルコ
ミュナル・ロベール・バランジェ総合病院では、感染拡大第１波の
時に医療用マスクが不足した。慈済が寄贈した防疫物資が到着
した後、多忙な医師と看護スタッフたちは暫し手を休めて、慈済
の支援に感謝した。(写真の提供・徐淑芳)

フ
ラ
ン
ス

現地のボランティアは、３月から布製マスクを作ってコミュニティや
最前線の医療スタッフに届けた。また、慈済からは６３の医療機
関と４８の社会福祉団体に防疫用品が寄贈された。６月には
ヨーク病院を訪れ、愛のギフトバッグを寄贈して、長時間勤務の
救急外来とＩＣＵの医療スタッフを慰問した。(撮影・張小珍)

イ
ギ
リ
ス

ド
イ
ツ

（慈済月刊六四九期より)
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慈
済
の
防
疫
行
動
メ
モ

２
０
１
９
年
１
２
月
～
２
０
２
０
年
１
月

コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
段
階
・
４
大
志
業
が
連
携
し
て
対
応

２
０
１
９
年
１
２
月
、
中
国
武
漢
市
で
複
数
の
原
因
不
明
の
肺
炎
症
例
が
報
告
さ
れ
た
。

２
０
２
０
年
１
月
２
３
日
、
慈
済
に
初
め
て
支
援
を
求
め
る
連
絡
が
入
っ
た
。

旧
正
月
２
日
目
に
あ
た
る
２
０
２
０
年
１
月
２
６
日
に
、
慈
済
は
４
大
志
業
連
携
感
染
症

緊
急
対
策
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。

旧
正
月
４
日
目
の
２
０
２
０
年
１
月
２
８
日
か
ら
毎
日
、
防
疫
調
整
指
揮
セ
ン
タ
ー
の
会

議
が
開
か
れ
た
。

ア
ジ
ア
で
感
染
症
が
拡
大
。
中
国
本
土
が
最
も
深
刻
で
、
醫
療
物
資
が
品
薄
に
な
っ
て
い

た
。
３
月
に
感
染
症
が
落
ち
着
く
ま
で
、
米
国
と
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
精
一
杯
個
人
用
防
護
具(
Ｐ
Ｐ
Ｅ)

を
調
達
し
て
中
国
に
送
り

続
け
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
制
御
不
能
に
陥
っ
て
全
世
界
に
拡
大
し
、
海
外
の
団
体
が

次
々
と
慈
済
に
支
援
を
求
め
て
き
た
。
慈
済
も
、
世
界
中
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
今
ま

で
協
力
し
て
き
た
団
体
を
通
し
て
、
感
染
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
関
心
を
寄
せ
た
。

防
疫
医
療
用
物
資
が
不
足
し
、
多
く
の
国
が
医
療
用
物
資
の
輸
出
を
禁
止
し
た
た
め
、
マ

ス
ク
や
防
護
服
を
供
給
し
て
く
れ
る
メ
ー
カ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
し

か
も
、
医
療
用
品
に
対
し
て
も
、
寄
付
基
準
を
満
た
す
に
は
全
て
の
品
目
で
医
療
用
物
資

の
証
明
書
と
国
の
衛
生
局
番
号
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
２
月
中
旬
ま
で
に

慈
済
が
見
つ
け
た
各
国
の
メ
ー
カ
ー
は
、
３
月
中
に
商
品
が
出
荷
で
き
な
く
な
っ
た
。
最

慈
済
は
「
世
界
で
菜
食
で
斎
戒
し
、
心
を
一
つ
に
疫
病
の
終
息
を
祈
ろ
う
」
と
い
う
活
動

を
発
起
し
た
。
世
界
中
の
慈
済
人
が
各
地
の
道
場
で
毎
日
同
じ
時
間
に
一
斉
に
、
真
心
を

も
っ
て
疫
病
の
終
息
を
祈
り
、
誰
も
が
菜
食
に
よ
る
斎
戒
で
誠
意
を
表
す
祈
り
を
捧
げ
た
。

２
０
２
０
年
２
月

防
疫
物
資
を
寄
贈
・
斎
戒
を
呼
び
か
け
、
福
を
祈
る

２
０
２
０
年
３
月
～
年
７
月

感
染
が
拡
大
し
、
慈
済
は
世
界
中
で
支
援
に
駆
け
つ
け
た

◎
文
・
顔
婉
婷
（
慈
済
基
金
会
文
史
処
ス
タ
ッ
フ
）
　

訳
・
善
耕
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後
に
、
中
国
と
メ
キ
シ
コ
の
メ
ー
カ
ー
に
十
分
な
生
産
能
力
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
慈

済
は
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
の
支
援
で
、
３
月
１
５
日
、
正
式
に
第
１
回
目
の
防
疫
物
資
を

発
注
し
た
。

広
州
な
ど
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
防
疫
物
資
の
全
世
界
へ
の
輸
送
中
継
を
請
け
負
っ

た
。
物
資
の
調
達
の
失
敗
や
フ
ラ
イ
ト
の
キ
ャ
ン
セ
ル
、
宅
急
便
の
返
送
、
税
関
申
告
で

の
挫
折
、
通
関
の
足
止
め
、
認
証
印
の
変
更
な
ど
、
様
々
な
困
難
を
経
て
き
た
が
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
、順
次
、防
疫
物
資
の
助
け
を
求
め
て
い
た
国
や
団
体
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
た
。そ
し
て
、現
地
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
パ
ー
ト
ナ
ー
が
引
き
継
ぎ
、
リ
ス
ク
を
冒

し
て
ま
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
最
も
必
要
と
し
て
い
た
所
に
防
疫
物
資
を
送
り
届
け
た
。

２
６
の
国
と
地
域
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
分
た
ち
で
防
疫
物
資
を
購
入
し
、
千
を

超
え
る
団
体
に
寄
付
し
て
、
現
地
の
防
疫
活
動
を
支
援
し
た
。

３
月
下
旬
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
率
先
し
て
始
め
た
。
防
疫
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ

れ
、
４
月
に
は
各
国
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
生
活
物
資
や
食
糧
な
ど
の
配
付
を
開
始
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
に
陥
っ
た
人
た
ち
が
生
活
を
乗
り
切
れ
る
よ
う
支
援
し
た
。

２
０
２
０
年
８
月
～
年
１
１
月

コ
ロ
ナ
禍
の
変
化
に
対
応
し
て
愛
の
力
を
結
集
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
防
疫
１
・
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
１
月
１
０
日
時
点
の
統
計
に
よ
る
と
、
医

療
物
資
を
発
送
し
て
８
５
の
国
と
地
域
を
支
援
し
た
。
そ
し
て
他
に
も
ま
だ
転
送
中
の
物

資
が
あ
っ
た
。
第
１
段
階
の
生
活
支
援
の
配
付
活
動
が
世
界
３
５
の
国
と
地
域
で
実
施
さ

れ
、
約
４
３
２
万
人(

延
べ
１
０
３
万
世
帯)

が
恩
恵
を
受
け
た
。

世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
慈
済
は
「
防
疫

２
・
０
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
動
し
た
。
４
項
目
の
防
疫
物
資
を
備
蓄
す
る
と
共
に
、
各

国
の
慈
済
拠
点
で
も
、
経
済
的
弱
者
世
帯
の
現
状
と
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
第
２
段
階
の

生
活
困
窮
者
世
帯
へ
の
配
付
を
開
始
し
た
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
コ
ロ
ナ
禍
の
変
化
と
各

国
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
各
地
で
手
作
り
マ
ス
ク
の
作
成
を
呼
び
か
け
た
。



共
有
エ
リ
ア

ス
ポ
ー
ツ
文
化
が

確
実
に
根
を
下
ろ
す

風
の
如
く
動
く

新
北
市
新
荘
運
動
公
園
で
は
、
お
年
寄
り

も
子
供
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
体
を
鍛
え
て
い

る
。
運
動
す
る
風
潮
が
盛
ん
に
な
っ
て
も
、

定
期
的
に
運
動
す
る
人
は
ま
だ
多
く
な
い
。

台
湾
は
五
年
後
に
は
超
高
齢
化
社
会
に
突
入

す
る
が
、
長
期
介
護
の
資
源
に
関
し
て
討
論

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
根
本

は
如
何
に
国
民
の
健
康
を
促
進
す
る
か
で
あ

り
、
中
で
も
運
動
を
始
め
る
こ
と
が
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

(撮影・陳弘岱)
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新
北
市
泰
山
区
の
丘
の
上
に
あ
る
目
立
た

な
い
一
角
の
簡
単
な
セ
メ
ン
ト
舗
装
で

雨
避
け
の
屋
根
が
あ
る
場
所
に
は
、
無
料
で
使

え
る
様
々
な
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器
が
置
か
れ
て

●
新
北
市
泰
山
区
山
頂
公
園

に
は
各
方
面
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器
が
置

か
れ
て
あ
り
、
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
る
。
白
髪
ま
じ
り

の
人
で
も
長
い
間
運
動
を
続

け
て
い
る
の
で
、
屈
強
な
体

を
持
っ
て
い
る
。

撮
影
・
劉
子
正
（
雑
誌
「
経
典
」
撮
影
技
師
）　

文
・
陳
芛
薇
（
雑
誌
「
経
典
」
執
筆
者
）　

訳
・
惟
明

あ
り
、
午
後
に
な
る
と
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

よ
く
見
る
と
、
一
般
的
な
ジ
ム
で
見
か
け
る
よ

う
な
若
者
で
は
な
く
、
中
高
年
の
人
た
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
皆
、
屈
強
な
体
を
持
っ
て
い
て
、

鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
、
ウ
エ
イ
ト
・
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
し
た
り
し
て
お
り
、
元
気
な
若
者

で
も
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
動
作
を
や
っ
て
の

け
て
い
る
。
見
た
感

じ
は
多
種
多
様
だ
が
、

年
齢
は
運
動
の
妨
げ

に
は
な
ら
な
い
。

同
じ
よ
う
に
還
暦

や
古
希
の
年
を
迎
え

て
も
、
人
に
よ
っ
て
は

し
っ
か
り
し
た
足
取

り
で
歩
け
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
通
っ

た
り
、
運
動
量
の
多

い
テ
ニ
ス
を
し
た
り

す
る
人
も
い
る
一
方
、

ヨ
ボ
ヨ
ボ
し
て
ま
と

も
に
歩
け
な
い
人
も
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メ
ー
カ
ー
の
数
、
雇
用
人
数
な
ど
全
て
が
増
加

し
て
い
る
。
「
一
つ
前
の
世
代
は
全
般
的
に
運

動
す
る
と
い
う
概
念
が
な
く
、
公
園
を
歩
く
だ

け
で
運
動
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
年
を

取
っ
て
か
ら
医
者
に
言
わ
れ
て
初
め
て
運
動
し

始
め
る
の
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
、
今
の
若
い
世

代
は
一
般
的
に
運
動
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
概

念
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
」
。
地
域
型
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
ド
ク
タ
ー
ス
ン
・
ス
タ
ジ
オ
を

三
店
舗
経
営
し
て
い
る
胡
崇
偉
（
フ
ー
・
チ
ョ
ン

ウ
エ
イ
）
さ
ん
は
、
台
湾
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
は

益
々
盛
ん
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

中
高
収
入
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
対
象
に
し
た

早
期
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
は
、
賑
や
か
な

社
会
を
築
く
こ
と
は
台
湾
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

運
動
ブ
ー
ム
の
背
後
に
隠
れ
た
心
配

健
康
の
た
め
に
運
動
す
る
こ
と
、
そ
し
て
如

何
に
効
果
的
に
運
動
す
る
か
と
い
う
観
念
が
普

及
す
る
に
つ
れ
、
社
会
的
に
も
運
動
に
親
し
み

易
く
な
っ
た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
が
流
行
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
産
業
の
総
生
産

額
は
二
〇
一
七
年
に
は
四
千
七
百
億
元
（
約

一
兆
五
百
億
円
）
に
達
し
、
年
率
６
・
１
９
％

の
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
生
産
高
、
売
上
高
、

く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
心
肺
機
能
を
鍛
え

る
有
酸
素
運
動
の
他
に
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
加
齢

性
筋
肉
減
弱
症
）
に
な
ら
な
い
よ
う
筋
力
を
鍛

え
、
柔
軟
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
。

六
十
歳
以
上
の
シ
ル
バ
ー
世
代
で
、
定
期
的

に
運
動
し
て
い
る
人
が
六
割
に
達
し
て
い
る
と

は
言
う
も
の
の
、
年
を
取
っ
て
か
ら
運
動
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
と
し
て
も
、
体
の
機

能
が
既
に
急
激
に
衰
え
て
い
る
人
は
少
な
く

な
い
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
一
定
強
度
の
有

効
的
な
運
動
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

二
〇
二
五
年
に
は
超
高
齢
化
社
会
が
や
っ
て
来

て
、
医
療
支
出
が
大
幅
に
膨
ら
む
。
人
々
に
若

い
う
ち
か
ら
も
っ
と
運
動
さ
せ
、
よ
り
健
康
な

い
る
。
年
を
取
る
に
つ
れ
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
健
康
の
度
合
い
に
顕
著
な
差
が
出
て
く
る
。

教
育
部
体
育
署
（
教
育
省
ス
ポ
ー
ツ
局
）
が
編

集
し
た
『
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
宝
典
』
に
よ
る

と
「
体
力
が
あ
る
人
は
生
理
的
年
齢
が
実
年
齢

よ
り
も
若
く
、
体
の
衰
え
に
伴
う
病
気
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
。

で
は
、
ど
ん
な
運
動
を
す
れ
ば
い
い
の
か
？

二
〇
〇
九
年
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学

協
会
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
高
齢
者
は
体
が
許

す
限
り
、
成
人
並
に
、
一
週
間
に
少
な
く
と
も

百
五
十
分
間
中
程
度
の
運
動
を
す
る
こ
と
を
薦

め
て
い
る
。
以
前
の
「
高
齢
者
は
ゆ
っ
く
り
動
き
、

体
を
動
か
せ
ば
そ
れ
で
良
い
」
と
い
う
観
念
と
全
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繁
華
街
に
あ
っ
て
会
費
も
高
額
だ
っ

た
が
、
こ
こ
数
年
は
街
の
あ
ち
こ
ち

に
、
小
規
模
で
地
域
型
の
店
舗
が
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
手
頃

な
費
用
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

庶
民
は
魅
力
を
感
じ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
を
始
め
て
い
る
。
彰
化
市
も
率
先

し
て
シ
ル
バ
ー
世
代
向
け
の
「
不
老

ジ
ム
」
を
推
進
し
始
め
た
。

二
〇
〇
二
年
に
国
内
で
初
め
て

建
て
ら
れ
た
国
民
運
動
セ
ン
タ
ー

は
、
国
民
に
愛
用
さ
れ
、
政
府
の

重
要
な
行
政
功
績
と
な
り
、
今
で

は
全
国
に
四
十
六
カ
所
を
数
え
る
。

費
用
が
手
頃
で
あ
り
な
が
ら
、
プ
ー

ル
、
ジ
ム
、
球
技
場
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
教
室
な
ど
様
々
な
設
備
を
備

え
、
運
動
し
よ
う
と
す
る
多
く
の
人

に
と
っ
て
、
ベ
ス
ト
・
チ
ョ
イ
ス

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
新
築

マ
ン
シ
ョ
ン
に
ジ
ム
や
プ
ー
ル
な

ど
の
運
動
ス
ペ
ー
ス
が
出
現
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

国
民
が
運
動
を
重
視
し
つ
つ
あ
る

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

●
新
北
市
微
風
運
河
の
河
川
敷
に
は
、
ジ
ム

で
よ
く
見
ら
れ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
休
日
に
な
る
と
、
多
く

の
人
が
こ
こ
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
鉄
棒
を
し

て
い
る
。
台
湾
で
は
運
動
す
る
風
潮
が
盛
ん

に
な
っ
て
お
り
、
運
動
す
る
場
所
が
増
え
て

い
る
。
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３
８
・
２
％
を
占
め
て
い
る
。
先
進
諸
国
は
国

民
が
自
発
的
に
運
動
す
る
こ
と
を
最
高
の
予
防

医
学
と
位
置
付
け
て
お
り
、
定
期
的
に
運
動
す

る
人
口
を
増
や
す
こ
と
を
急
務
と
し
て
い
る
。

如
何
に
す
れ
ば
も
っ
と
多
く
の
台
湾
人
が
運
動

す
る
よ
う
に
な
る
か
？
ま
ず
運
動
し
な
い
理
由

を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

不
定
期
か
ら
定
期
的
運
動
へ

体
育
署
が
二
〇
一
九
年
発
表
し
た
「
運
動

の
現
状
調
査
」
の
報
告
で
は
、
「
時
間
が
な
い

(
4
1
.
6
%
)

」
、
「
仕
事
で
疲
れ
る(

2
1
.
2
%
)

」
「
運

動
す
る
の
が
億
劫(

1
9
.
5
%
)

」「
健
康
上
の
理
由

で
運
動
で
き
な
い(

1
0
.
7
%
)

」
の
四
つ
が
主
な

原
因
と
な
っ
て
い
た
。

台
北
市
立
大
学
運
動
教
育
研
究
所
の
薛
名
淳

（
シ
ュ
エ
・
ミ
ン
チ
ュ
ン
）
助
教
授
は
、
今
進

め
て
い
る
研
究
で
初
歩
的
な
発
見
を
し
た
。
台

湾
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
九
時
間
と
い
う
長
時

間
座
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
中
・
高
度
の
運
動
も

不
足
し
て
い
る
こ
と
が
死
亡
リ
ス
ク
を
大
幅
に

増
や
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
多
忙
は
健
康
キ

ラ
ー
と
言
え
る
。
も
し
、
運
動
す
る
為
に
時
間

を
と
る
と
い
う
精
神
的
負
担
を
減
ら
せ
る
な

ら
、
そ
れ
は
良
い
方
法
に
違
い
な
い
。
企
業
が

「
体
を
動
か
す
」
ジ
ム
を
設
置
し
た
り
、
運
動

教
室
に
通
う
授
業
料
を
補
助
し
た
り
す
る
こ
と

し
か
し
、
デ
ー
タ
ー
を
見
れ
ば
、
台
湾
は
運

動
を
好
む
国
か
ら
は
ま
だ
程
遠
い
。
二
〇
一
四

年
、
当
時
の
国
民
健
康
署
（
健
康
局
）
が
発
表

し
た
資
料
に
よ
る
と
、
台
湾
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加

盟
し
て
い
る
二
十
九
の
国
と
比
較
す
る
と
、
台

湾
女
性
の
運
動
不
足
は
７
３
％
に
達
し
て
い
て

一
番
で
あ
り
、
男
性
は
６
４
・
４
％
で
第
二
位

だ
。
経
済
的
に
発
展
し
て
い
る
地
域
の
中
で
も

台
湾
は
最
も
運
動
し
な
い
国
だ
と
言
え
る
。

有
効
な
定
期
的
運
動
と
は
、
週
に
三
回
以
上
、

そ
し
て
一
定
の
強
度
に
達
し
た
運
動
の
こ
と
を

指
す
。
し
か
し
、
台
湾
で
は
定
期
的
運
動
を

す
る
人
は
人
口
の
３
３
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

三
十
五
歳
か
ら
四
十
四
歳
ま
で
は
更
に
割
合
が

低
く
、
約
２
０
％
で
し
か
な
い
。

ア
メ
リ
カ
運
動
医
学
協
会
に
よ
る
と
、
定
期

的
運
動
は
生
理
的
機
能
に
広
く
良
い
影
響
を
も

た
ら
す
。
そ
れ
は
慢
性
病
の
リ
ス
ク
・
フ
ァ
ク

タ
ー
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
よ
り
良
い
心
理

面
の
健
康
や
社
会
生
活
と
関
係
し
て
く
る
。

人
口
の
高
齢
化
が
も
た
ら
す
膨
大
な
医
療
費

に
対
応
す
る
た
め
、
定
期
的
運
動
は
一
層
重
要

性
を
増
し
て
い
る
。
国
情
統
計
通
報
（
国
情
統

計
報
告
書
）
に
よ
る
と
、
二
〇
一
八
年
の
健
康

保
険
の
支
給
額
は
、
二
〇
一
三
年
に
較
べ
て

２
５
・
８
％
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
総
人
口
の
１
４
・
２
％

を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
医
療
費
は
約
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は
、
従
業
員
に
運
動
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

薛
さ
ん
の
観
察
に
よ
る
と
、
従
業
員
の
為
に

運
動
施
設
を
作
る
企
業
は
益
々
増
え
て
い
る
。

体
育
署
が
「
運
動
企
業
」
に
認
定
し
た
葡
萄
王

生
技
（
グ
レ
ー
プ
・
キ
ン
グ
・
バ
イ
オ
）
は
従

業
員
の
為
に
筋
ト
レ
や
エ
ア
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
な

ど
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
雇
っ
て
お
り
、
平

均
八
人
か
ら
九
人
の
社
員
の
中
に
一
人
が
レ
ッ

ス
ン
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
同
社
は
毎

年
従
業
員
に
健
康
診
断
や
腹
部
エ
コ
ー
検
査
の

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
従
業
員
の
健
康
指
数

の
異
常
を
把
握
し
た
こ
と
か
ら
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
・

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
彼
ら
に
も
っ
と
運
動

し
て
食
生
活
を
変
え
る
こ
と
を
奨
励
し
た
。
同

●
人
々
が
運
動
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ド
ク

タ
ー
ス
ン
・
ス
タ
ジ
オ
の
よ
う
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
が
近
所
の
住
民
を
引
き
付
け
て
い
る
（
右

上
）
。
東
呉
大
学
は
、
人
々
に
測
定
機
器
で
柔
軟
性
や
Ｂ

Ｍ
Ｉ
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
体
力
を
理
解
し
て
も

ら
っ
て
い
る
（
右
下
）
。

社
は
こ
う
説
明
す
る
。
「
弊
社
の
４
５
％
の
従

業
員
に
Ｂ
Ｍ
Ｉ
指
数
の
異
常
が
見
つ
か
り
、
半

分
以
上
の
人
が
脂
肪
肝
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
数
年
続
け
て
開
催
し
て
き
た
運
動
講
座
や

ダ
イ
エ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
お
陰
で
、
改
善

の
効
果
が
顕
著
に
現
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
従

業
員
が
運
動
す
る
頻
度
も
六
割
増
え
ま
し
た
」
。

定
期
的
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
自
分
に
合
う
、
実
践
し
や
す
い
運
動
方
法
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法
を
変
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
「
自
分
の
体

を
理
解
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ど
の
筋
肉
が

今
の
自
分
に
と
っ
て
一
番
重
要
で
、
同
時
に
心

肺
機
能
も
維
持
で
き
る
の
か
、
と
考
え
ま
し
た
。

以
前
の
私
は
長
距
離
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
好
き
で

し
た
が
、
今
、
運
動
は
体
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
れ
ば
十
分
で
、
運
動
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
て
も
良
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
」
。

人
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と
す
る
運
動
は
異
な

る
。
そ
れ
を
理
解
し
た
彼
は
学
生
に
、
運
動
の

本
質
を
認
識
し
、
日
常
生
活
の
中
で
実
践
す

面
し
、
「
運
動
す
れ
ば
健
康
に
な
る
の
で
は
な

い
の
か
？
」
と
長
い
間
よ
く
運
動
し
て
き
た
自

分
の
生
活
に
疑
問
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
お
ろ

そ
か
に
し
て
い
た
食
習
慣
を
調
整
し
、
運
動
方

か
っ
た
。
し
か
し
講
座
に
参
加
し
て
か
ら
、「
運

動
を
甘
く
見
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
体
を
動
か
す
に
は
筋
肉
が
必
要
で
、
筋
力

が
な
け
れ
ば
疲
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
運
動
す

れ
ば
、
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
、
気
分
も
晴
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
運
動
は
日
常
生
活

で
簡
単
に
で
き
ま
す
」
と
、
方
さ
ん
は
、
全
く

運
動
し
な
い
生
活
か
ら
で
き
る
だ
け
時
間
を

作
っ
て
運
動
す
る
ま
で
に
な
っ
た
心
境
の
変
化

を
話
し
て
く
れ
た
。

こ
の
講
座
を
講
義
し
て
い
る
王
コ
ー
チ
は
、
現

在
大
学
で
体
育
の
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
だ
っ
た
。
彼
は
五
十

代
の
時
に
高
血
圧
、
高
血
糖
、
高
脂
血
症
に
直

を
見
つ
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
王
儀

旭
（
ワ
ン
・
イ
ー
シ
ュ
ー
）
コ
ー
チ
の
健
康
管

理
講
座
で
は
、
受
講
生
に
正
し
い
「
食
習
慣
」

と
「
運
動
方
法
」
を
教
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

十
代
の
青
少
年
か
ら
八
十
、
九
十
代
の
お
年
寄

り
ま
で
、
三
千
八
百
人
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
成
功

し
て
い
る
。
医
者
や
看
護
師
に
も
、
数
十
キ
ロ

の
減
量
に
成
功
し
た
人
が
多
く
い
る
。

四

十

五

歳

の

受

講

生

で

あ

る

方

思

涵

（
フ
ァ
ン
・
ス
ー
ハ
ン
）
さ
ん
に
よ
る
と
、
彼

女
は
子
供
の
頃
か
ら
ぽ
っ
ち
ゃ
り
型
の
体
型

で
、
ず
っ
と
運
動
す
る
の
が
苦
手
だ
っ
た
の

で
、
そ
れ
ま
で
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
は
食
事
制
限

や
薬
に
頼
り
、
運
動
に
よ
る
も
の
は
し
て
い
な

●
慈
済
基
金
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
作
っ
た
ヨ
ガ
・
ク
ラ
ブ
は

既
に
１
０
数
年
続
い
て
い
る
。
社
員
の
退
勤
後
の
運
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
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●
ア
イ
デ
ア
を
加
え
た
体
育
の
授
業
は
従
来
の
も

の
と
異
な
る
。
中
壢
中
学
校
の
体
育
の
時
間
は
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
シ
ン
で
走
る
こ
と
や

平
衡
感
覚
を
養
う
運
動
を
す
る
の
で
、
学
生
は
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
よ
う
に
こ
の
授
業
を
と
て

も
楽
し
ん
で
い
る
（
左
写
真
）
。
和
平
実
験
小
学
校
で

は
、
毎
朝
体
育
の
授
業
を
行
う
。
一
日
が
運
動
か
ら

始
ま
る
（
上
写
真
）
。
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回
さ
れ
た
り
し
て
、
体
育
の
授
業
は
長
い
間
重

要
視
さ
れ
な
か
っ
た
。「
体
育
の
授
業
は
ス
ポ
ー

ツ
選
手
を
育
て
る
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
三
十
人
の
生
徒
の
内
、
上
手
く
で
き
る

の
は
五
人
だ
け
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
体
育
の

授
業
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
は
、
よ
り
多
く
の
生

徒
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
動
す
る
習

慣
を
養
う
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。
少
な
く
と
も
、

拒
否
反
応
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
、
自
分
で
運
動
す
る
機
会
を
見
つ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
周
所
長
が
言
っ
た
。

台
北
市
立
和
平
実
験
小
学
校
で
は
、
朝
八
時

か
ら
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
る
と
、
四
年
生
の
生
徒

が
一
斉
に
運
動
場
で
走
り
出
す
。
時
に
は
転
ぶ

生
徒
も
い
る
が
、
往
々
に
し
て
子
供
は
立
ち
上

ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
を
選
べ
ば
よ
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
よ
り
効
果
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。

「
こ
れ
ら
の
運
動
は
簡
単
で
、
ど
う
動
け
ば
い

い
か
は
体
が
教
え
て
く
れ
ま
す
が
、
や
り
た
い

と
思
う
か
、
ま
た
長
く
続
け
て
習
慣
化
す
る
か

は
本
人
次
第
で
す
」
と
王
さ
ん
が
最
も
重
要
な

点
を
指
摘
し
た
。
根
深
い
運
動
文
化
を
育
て
る

に
は
学
校
や
家
庭
か
ら
着
手
で
き
る
の
で
あ
る
。

終
り
た
く
な
い
体
育
の
授
業

体
育
の
授
業
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
運
動

教
育
と
の
出
会
い
の
場
で
あ
り
、
そ
の
後
の
人

生
に
お
け
る
運
動
に
対
す
る
認
識
と
感
覚
を
築

く
場
で
も
あ
る
。
「
し
か
し
、
体
育
の
授
業
と

る
よ
う
教
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
歩
く
時
バ
レ

リ
ー
ナ
の
よ
う
に
背
筋
を
伸
ば
せ
ば
、
脚
だ
け

で
な
く
、
コ
ア
と
な
る
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
単
純
に
足
を
高
く
上
げ
れ
ば
、
バ

ラ
ン
ス
感
覚
、
筋
力
、
協
調
性
、
柔
軟
性
を
鍛

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
真
っ
直
ぐ
座
る
こ
と
さ

え
も
一
つ
の
運
動
で
あ
り
、
立
ち
上
が
っ
た
り

座
っ
た
り
す
る
時
に
は
大
腿
四
頭
筋
と
三
角
筋

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
講
義
す
る
日

の
早
朝
、
七
百
段
余
り
の
階
段
を
登
る
。
「
十

数
分
間
の
運
動
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
体
の
多
く

の
筋
肉
群
や
心
肺
機
能
が
同
時
に
鍛
え
ら
れ
ま

す
」
。
と
は
言
え
、
個
人
の
体
力
は
や
は
り
考

慮
す
べ
き
で
あ
り
、
体
力
の
あ
ま
り
な
い
人
は
、

歩
く
速
度
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
「
超
ス
ロ
ー
・

い
う
と
、
あ
な
た
は
何
を
思
い
出
し
ま
す
か
」

と
台
北
市
立
大
学
運
動
教
育
研
究
所
の
周
建
智

（
ジ
ョ
ウ
・
ジ
エ
ン
ジ
ー
）
所
長
が
問
い
か
け
た
。

多
分
万
年
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
そ
れ
と
も
日
蔭
で
涼
ん
で
お
喋
り
し
た
こ

と
等
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
学
生
の
興
味
を
引
き

付
け
る
よ
う
な
授
業
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

そ
れ
は
以
前
の
体
育
の
授
業
が
、
少
数
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
を
育
て
る
た
め
に
あ
っ
た
よ
う
な

も
の
で
、
多
く
の
学
生
に
運
動
す
る
習
慣
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
の
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
為
、
運
動
の
苦
手
な
人

は
体
育
の
授
業
を
嫌
い
、
社
会
に
入
っ
て
か
ら

は
徹
底
的
に
運
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

た
。
ま
し
て
や
、
体
育
の
時
間
を
他
の
授
業
に
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し
て
、
早
朝
の
自
習
時
間
を
試
験
や
読
書
と
い

う
静
の
時
間
に
当
て
て
い
る
の
と
は
違
い
、
和

平
実
験
小
学
校
は
週
に
五
日
も
体
育
の
時
間

が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
朝
一
番
の
授
業

に
し
て
い
る
。
「
心
身
の
健
康
が
強
化
で
き
る

ほ
か
、
良
い
状
態
で
そ
の
後
の
学
習
に
入
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
保
護
者
は
皆
、
私
た
ち

の
理
念
に
賛
同
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
子
供
た

ち
も
、
心
身
と
も
に
元
気
に
な
れ
る
だ
け
で
な

く
、
皆
、
運
動
す
る
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
す
」

と
和
平
小
学
校
の
黄
宇
誠
（
ホ
ワ
ン
・
ユ
ー

チ
ョ
ン
）
先
生
が
言
っ
た
。

「
三
人
一
組
に
な
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

で
三
キ
ロ
走
っ
た
り
、
二
人
で
百
五
十
か
ら

二
百
回
縄
跳
び
を
し
た
り
、
プ
ラ
ン
ク
し
た
二

が
り
、
埃
を
は
た
く
と
ま
た
走
り
出
す
。
そ
れ
は

生
徒
の
体
力
訓
練
の
授
業
と
い
う
よ
り
も
、
子

供
の
最
も
自
然
な
遊
び
方
だ
と
言
え
る
。
し
か

し
、
遊
び
に
見
え
る
が
、
巧
み
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
分
け
も
、
あ
ら
か
じ
め
分

け
る
よ
り
抽
選
で
分
け
た
方
が
、
楽
し
み
が
増

す
の
だ
そ
う
だ
。
ま
た
個
人
よ
り
も
グ
ル
ー
プ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
子

供
が
十
分
に
運
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

一
般
の
学
校
が
体
育
の
授
業
を
週
二
時
間
に

●
１
３
歳
の
金
東
志
さ
ん
（
中
央)

は
４
歳
半
か
ら
父
親

の
金
成
財
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
サ
ッ
カ
ー
場
を
走
り
回
っ

て
い
た
（
写
真
上
）
。
米
オ
ヤ
ジ
は
子
供
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
な
ど
多
種
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
さ
せ
る
こ
と
で
、

親
子
の
間
に
話
題
が
増
え
た
（
写
真
下
）
。（
写
真
上
‥
撮
影
・

金
成
財
）
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ボ
ー
ル
を
叩
き
易
く
す
る
こ
と
で
、
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

ア
イ
デ
ア
の
背
後
に
は
、
生
徒
た
ち
が
楽
し

く
運
動
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
、
生
涯
健
康
に

過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
期
待
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
他
人
か
ら
は
平
凡
に
見
え
る

「
小
さ
な
事
」
で
も
陳
先
生
は
誇
り
を
も
っ
て

取
り
上
げ
る
の
だ
。
「
多
く
の
女
子
中
学
生
は

体
育
の
授
業
を
嫌
い
ま
す
が
、
私
が
教
え
た
女

子
生
徒
は
、
放
課
後
に
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
陣
取

り
ま
す
し
、
授
業
中
に
片
隅
に
座
っ
て
運
動
し

な
い
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
私
の
誇

り
で
す
」
。

し
か
し
、
進
学
第
一
主
義
の
現
在
、
運
動
は

勉
強
の
妨
げ
に
な
る
と
考
え
る
保
護
者
も
依
然

と
し
て
存
在
し
、
子
供
が
ト
ラ
ッ
ク
を
走
る
回

数
を
減
ら
し
て
欲
し
い
と
陳
先
生
に
頼
ん
だ
保

護
者
も
い
た
。
保
護
者
の
運
動
に
対
す
る
見
方

が
そ
の
ま
ま
子
供
に
反
映
す
る
の
で
、
学
校
だ

け
で
な
く
、
家
庭
で
も
子
供
に
運
動
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

家
庭
発
の
運
動
教
育

プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
金
成
財(

ジ
ン
・

チ
ョ
ン
ツ
ァ
イ)

さ
ん
と
親
子
ブ
ロ
グ
を
開
い

て
い
る
米
オ
ヤ
ジ
さ
ん
は
、
二
人
と
も
運
動
愛

好
家
で
、
子
供
と
一
緒
に
運
動
し
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
多
く
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
そ
う
だ
。

台
湾
で
は
サ
ッ
カ
ー
は
人
気
の
な
い
ス
ポ
ー

み
な
が
ら
無
意
識
の
内
に
一
定
の
運
動
量
を
こ

な
し
て
い
る
の
だ
。
「
普
段
こ
れ
だ
け
の
量
を

運
動
さ
せ
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
、
退
屈
で
す
。

し
か
し
、
方
法
を
変
え
て
導
け
ば
違
っ
て
き
ま

す
」
と
陳
先
生
が
言
っ
た
。

「
今
日
の
授
業
内
容
は
次
回
に
繰
り
返
し
ま

せ
ん
。
こ
の
三
年
間
、
私
の
授
業
内
容
は
全
て

違
う
も
の
で
す
」
と
陳
先
生
が
言
っ
た
。
彼
女

は
周
先
生
が
提
唱
し
た
ア
イ
デ
ア
性
を
持
っ
た

体
育
授
業
に
啓
発
さ
れ
、
心
を
込
め
て
楽
し
い

授
業
内
容
を
組
み
立
て
、
生
徒
た
ち
に
楽
し
く

運
動
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
普
通
の
バ
レ
ボ
ー

ル
の
代
わ
り
に
大
き
目
の
柔
ら
か
い
ビ
ー
チ
・

バ
レ
ボ
ー
ル
を
使
い
、
生
徒
た
ち
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
対
す
る
恐
怖
感
を
減
ら
す
と
共
に
、

人
が
向
か
い
合
っ
て
百
回
手
を
叩
き
あ
っ
た

り
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
の
上
に
六
十
秒
間
乗
っ

た
り
し
ま
す
」
。
こ
れ
は
桃
園
県
中
壢
市
立
中

学
校
の
体
育
教
師
で
あ
る
陳
珮
驊
（
チ
ェ
ン
・

ペ
イ
ホ
ア
）
先
生
が
、
二
年
生
の
為
に
作
っ
た

運
動
メ
ニ
ュ
ー
で
、
四
十
五
分
間
の
授
業
の
間

に
こ
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
生
徒
た
ち
は

男
女
を
問
わ
ず
取
り
組
み
、
疲
れ
た
と
こ
ぼ
す

人
は
一
人
も
な
く
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー

ス
の
よ
う
に
そ
の
運
動
に
集
中
し
て
い
る
。
中

に
は
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
終
わ
ろ
う
と
し
な

い
生
徒
も
い
る
。

こ
の
授
業
は
体
作
り
を
目
的
と
し
た
今
ま
で

の
体
育
と
は
違
う
。
自
己
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
要
素
を
加
え
、
生
徒
た
ち
は
楽
し
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休憩状態 運動後
脳脳活性度の測定

( 単位・ミリボルト )

ツ
だ
が
、
サ
ッ
カ
ー
好
き

の
金
さ
ん
は
二
人
の
子
供

を
連
れ
て
サ
ッ
カ
ー
へ
の

道
を
歩
み
出
し
た
。
彼
は

正
規
の
ゴ
ー
ル
ゲ
ー
ト
さ

え
な
い
台
北
市
立
大
安

小
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部

を
創
設
し
、
全
国
で
三
位

に
入
っ
た
。
長
男
が
中
学

校
に
上
が
っ
た
時
、
彼
は

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
を
作
り
、

息
子
に
も
忙
し
い
勉
強

生
活
の
中
で
サ
ッ
カ
ー

を
さ
せ
た
。
四
歳
半
か
ら

●
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
、
両
足
を
揃
え
て

金
属
製
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
ペ
タ
ン
ク

は
入
門
し
易
く
、
運
動
障
害
の
少
な
い

球
技
と
し
て
中
高
齢
者
に
人
気
が
あ
る

（
写
真
左
）
。
台
中
市
東
勢
区
石
角
庄

の
高
齢
者
は
、
積
極
的
に
町
内
の
運
動

レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し
、
深
く
う
ず
く
ま

る
た
め
の
筋
力
運
動
を
行
な
っ
て
い
た

（
写
真
上
）
。

●
成
功
大
学
と
米
パ
デ
ュ
ー
大
学
の

共
同
研
究
に
よ
る
と
、
大
脳
は
、
運
動

を
し
た
後
に
そ
の
顕
著
な
活
性
化
が
、

脳
波
検
査
に
現
れ
る
と
い
う
。
（
写
真

左
・
米
パ
デ
ュ
ー
大
学
、
高
士
峻
助
教

授
提
供
）
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る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
に
適
し
た
運
動
習
慣

を
身
に
つ
け
さ
せ
れ
ば
、
お
の
ず
と
年
を
取
っ

て
か
ら
も
運
動
を
続
け
る
よ
う
に
な
る
。

周
先
生
は
研
究
か
ら
気
が
つ
い
た
こ
と
が
あ

る
。
運
動
は
体
を
鍛
え
る
だ
け
で
な
く
、
認
知

機
能
と
実
行
能
力
を
高
め
、
学
習
成
果
の
向
上

に
効
果
が
あ
る
の
だ
。
成
功
大
学
体
育
健
康
及

び
レ
ジ
ャ
ー
研
究
所
の
助
教
授
で
あ
る
王
駿
濠

（
ワ
ン
・
ジ
ュ
ン
ハ
オ
）
先
生
は
、
「
お
金
を
稼

げ
ば
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
と
同
じ

で
、
子
供
に
運
動
の
過
程
を
楽
し
ま
せ
、
そ
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お

の
ず
と
運
動
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と

言
っ
た
。
運
動
が
認
知
機
能
を
高
め
る
の
は
年

乗
り
こ
な
し
て
い
る
。
「
子
供
た
ち
と
一
緒
に

ス
キ
ー
と
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ビ
デ
オ
を
見
な

が
ら
、
覚
え
さ
せ
て
い
ま
す
。
私
の
付
き
添
い

に
よ
っ
て
、
運
動
は
娯
楽
で
あ
っ
て
勉
強
で
は

な
く
な
り
、
親
子
の
間
に
は
多
く
の
共
通
の
話

題
が
増
え
ま
し
た
」
と
米
オ
ヤ
ジ
が
言
っ
た
。

ア
ジ
ア
の
家
庭
は
静
の
活
動
が
多
く
、
親
は
、

子
供
が
陽
に
当
た
り
、
雨
に
濡
れ
、
転
ん
で
「
痛

い
思
い
」
を
さ
せ
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
ま
し
て

や
一
緒
に
運
動
す
る
こ
と
は
な
い
。「
子
供
が
活

発
に
動
く
時
期
に
、
座
ら
せ
て
ば
か
り
い
れ
ば
、

そ
の
後
は
運
動
を
嫌
う
よ
う
に
な
り
ま
す
」
。

子
供
が
生
ま
れ
つ
き
動
き
た
が
る
の
を
制
限
す

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
動
く
こ
と
を
奨
励
す

を
結
成
し
て
練
習
に
付
き
添
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
私
は
彼
ら
が
欧
米
の
子
供
た
ち
の
よ
う
に
、

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
忍
耐
力
を

学
ん
で
欲
し
い
の
で
す
。
先
ず
彼
ら
を
そ
の
道

に
導
い
て
か
ら
、
続
け
る
か
ど
う
か
は
自
己
判

断
に
委
ね
ま
す
」
と
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

出
身
の
「
米
オ
ヤ
ジ
」
が
言
っ
た
。
五
歳
に
な
っ

た
息
子
の
「
米
粒
（
ミ
リ
）
」
は
一
歳
過
ぎ
か

ら
水
に
親
し
み
、
三
歳
過
ぎ
か
ら
ス
キ
ー
を

始
め
た
。
今
年
は
サ
ー
フ
ィ
ン
と
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
を
始
め
、
僅
か
数
カ
月
で
、
よ
く
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
二
歳
ち
ょ
っ
と
の
妹
、「
米
菲
（
ミ
ッ

フ
ィ
ー
）」
も
自
然
と
影
響
を
受
け
て
、
ま
だ

し
っ
か
り
歩
け
な
く
て
も
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を

始
ま
っ
た
息
子
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
は
今
も
続
い

て
い
る
。

「
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
週
二
時
間
の
運
動

は
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
な
り
ま
す
し
、
学
習
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
へ
の
集
中
力
が
高

ま
り
、
短
時
間
に
そ
の
日
や
る
べ
き
勉
強
を
終

え
ま
す
。
今
年
彼
ら
は
皆
、
台
北
の
一
流
高
校

に
合
格
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
他
の
保
護
者
た
ち

も
運
動
と
勉
強
の
並
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

信
じ
て
く
れ
ま
し
た
」。
金
成
財
さ
ん
は
ま
た
満

足
そ
う
に
「
子
供
た
ち
が
運
動
の
習
慣
を
続
け
、

た
と
え
競
技
は
し
な
く
な
っ
て
も
、
サ
ッ
カ
ー

の
支
持
者
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
保
護
者
た
ち
も
チ
ー
ム
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全
身
の
力
を
使
っ
て
深
く
し
ゃ
が
む
運
動
ま

で
、
皆
、
格
別
に
集
中
し
て
こ
な
し
て
い
た
。

九
十
六
歳
の
お
婆
ち
ゃ
ん
や
車
椅
子
に
座
っ
た

人
も
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
授
業
は
僅
か
一
時

間
半
だ
が
、
高
齢
者
に
安
全
且
つ
存
分
に
運
動

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
王
コ
ー
チ
は
彼

ら
に
、
脚
力
を
保
つ
た
め
毎
日
五
千
歩
を
歩
く

よ
う
促
し
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
車
椅
子
を

使
う
こ
と
も
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
も
な
く
、

こ
れ
が
健
康
を
保
つ
秘
訣
だ
と
言
い
聞
か
せ
て

い
る
。
「
彼
ら
が
最
期
ま
で
健
康
で
い
ら
れ
る

齢
に
関
係
な
く
、
特
に
認
知
と
身
体
的
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
性
の
高
い
運
動
ほ
ど
効
果
が
現
れ
る
、

と
王
先
生
は
補
足
す
る
。
し
か
し
、
効
果
を
持

続
さ
せ
る
に
は
、
運
動
の
内
容
を
継
続
的
に
調

整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

健
康
は
国
の
基
本
、

年
を
取
っ
て
も
動
き
続
け
る

「
イ
ビ
ヤ
ヤ
、
イ
ビ
イ
ビ
ヤ
ー
…
…
速
く
！

も
っ
と
速
く
！
」「
い
い
で
す
ね
！
も
う
ち
ょ
っ

と
頑
張
っ
て
！
」
王
コ
ー
チ
の
活
気
溢
れ
る
指

導
の
下
に
、
銀
髪
の
お
年
寄
り
た
ち
は
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
始
め
、
上
半
身
が
リ
ズ
ム

に
乗
る
運
動
か
ら
、
下
半
身
の
膝
抱
え
及
び

●
７
２
歳
の
元
交
通
部
部
長
の
蔡
堆
さ
ん
は
、
多
忙
の
中

で
も
毎
日
で
き
る
限
り
マ
ラ
ソ
ン
を
続
け
て
も
う
２
０
数

年
間
に
な
る
。
定
期
的
な
運
動
が
健
康
と
生
活
に
良
好
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
、
身
を
以
て
実
証
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
撮
影
・
安
培
淂
）
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も
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
一
定
の
労
働
力
を
確

保
し
つ
つ
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
な
い
高
齢

者
が
不
健
康
な
ま
ま
過
ご
す
老
後
年
数
と
長
期

介
護
や
健
康
保
険
の
負
担
を
減
ら
す
に
は
、
よ

り
多
く
の
健
康
で
長
生
き
す
る
人
、
即
ち
も
っ

と
多
く
の
「
自
覚
し
て
運
動
す
る
」
人
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

些
細
な
こ
と
か
ら
改
め
始
め
、
運
動
環
境
を

よ
り
よ
く
改
善
し
、
手
堅
く
確
実
に
運
動
す
る

人
を
育
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
運
動

を
食
事
や
睡
眠
と
同
じ
よ
う
に
必
要
な
習
慣
に

し
て
、
社
会
を
も
っ
と
健
康
的
に
す
る
こ
と
は
、

一
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
強
く
健
康
な
国
造

り
の
基
本
な
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
経
典
雑
誌
二
六
八
期
よ
り)

期
で
も
途
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「
も
し

予
定
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
早
朝
の
時
間
に
走
れ

な
い
時
は
、
午
後
に
換
え
ま
し
た
。
ま
た
、
大

雨
で
走
れ
な
い
時
は
、
階
段
を
登
り
下
り
し
て

別
の
運
動
を
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
運
動

は
食
事
と
同
じ
よ
う
に
必
要
な
も
の
で
、
運
動

は
時
間
の
無
駄
だ
と
は
全
く
思
い
ま
せ
ん
」
。

初
め
は
健
康
の
た
め
に
定
期
的
運
動
を
始
め
た

蔡
堆
さ
ん
が
言
っ
た
。
健
康
な
体
が
今
で
も
彼

に
充
実
し
た
生
活
を
与
え
て
い
る
。

世
界
中
の
人
類
の
平
均
寿
命
が
伸
び
て
い
る

中
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど

の
よ
う
に
定
年
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
国
も
あ
る
。
台
湾
は
五
年
後
に
超
高
齢
社

会
に
突
入
す
る
と
共
に
、
少
子
化
問
題
の
直
撃

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
後
援
者
の
呉
鎮
坤

（
ウ
ー
・
ジ
ェ
ン
ク
ン
）
夫
婦
が
言
っ
た
。

こ
こ
台
中
市
東
勢
区
石
角
庄
で
は
、
中
秋
節

の
連
休
に
も
関
わ
ら
ず
、
朝
の
八
時
過
ぎ
か
ら

四
、
五
十
人
の
平
均
年
齢
が
七
、
八
十
歳
の
高
齢

者
が
集
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

は
一
杯
に
な
っ
て
い
た
。
「
最
初
は
、
頭
数
を

揃
え
る
為
に
来
ま
し
た
が
、
や
が
て
毎
週
楽
し

み
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
集
ま
る
人
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
体
も
運
動
の
お
陰
で
楽
に
な
る

か
ら
で
す
」
と
高
齢
の
徐
念
慈
（
シ
ュ
ー
・
ニ

エ
ン
ツ
ー
）
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
、
運
動
し
て

感
じ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。

元
交
通
部
部
長
（
交
通
省
省
長
）
で
七
十
二

歳
の
蔡
堆
（
ツ
ァ
イ
・
ド
ウ
イ
）
さ
ん
は
、
定

期
的
に
運
動
す
る
最
良
の
代
弁
者
で
あ
る
。
彼

は
毎
朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
二
十
数
年
間
続
け
て

い
る
。
こ
の
五
、
六
年
は
そ
れ
ま
で
四
十
数
分

間
だ
っ
た
運
動
時
間
を
一
時
間
に
し
た
。
年
を

取
る
に
つ
れ
て
距
離
が
長
く
な
っ
た
の
だ
。
そ

の
関
係
で
一
日
中
気
分
が
爽
や
か
で
い
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
風
邪
を
引
く
こ
と
も
な
い
し
体

力
は
実
年
齢
よ
り
も
二
十
歳
以
上
若
い
。

「
私
は
以
前
、
特
に
運
動
が
好
き
な
人
間
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
て
か
ら
、
一
日
で
も
走
ら
な

い
と
、
体
が
硬
く
な
っ
て
、
生
活
に
何
か
が
欠

け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
」
と
蔡
さ
ん

は
言
う
。
彼
は
天
気
が
悪
く
て
も
、
毎
日
運
動

場
に
行
き
、
そ
れ
は
部
長
在
任
中
の
多
忙
な
時



話
せ
ば
分
か
る

ス
ト
レ
ー
ト
に
話
す
こ
と
は
、
わ
ざ
と

ら
し
く
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
知
ら
ぬ
間
に
人
を
傷
つ
け
、
収
拾

が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
毎
日

良
い
言
葉
を
口
に
す
る
の
は
簡
単
そ
う

に
見
え
て
、
其
の
実
、
容
易
で
は
な
い
。

口
か
ら
言
葉
を
出
す
こ
と
は
修
行
の
一

つ
な
の
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
法
語

◎
文
・
潘
静
涵　

訳
・
慈
願

喋
る
と
い
う
こ
と
は
一
種
の
芸
術
で
あ

り
、
一
種
の
智
慧
で
あ
る
。
如
何
に
最

適
な
時
に
最
適
な
場
所
で
、
相
手
に
加
減
よ
く

て
分
か
り
や
す
く
、
礼
儀
の
あ
る
話
し
方
を
す

る
か
、
な
か
な
か
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
幼

い
頃
か
ら
偏
屈
な
性
格
だ
っ
た
私
は
、
人
前
で

話
す
こ
と
が
と
て
も
恐
ろ
し
か
っ
た
。
私
に

と
っ
て
の
「
人
前
」
と
は
二
人
以
上
の
こ
と
と

言
う
と
少
し
大
げ
さ
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
事
実
で
あ
る
。

小
学
校
五
年
の
時
に
児
童
合
唱
団
に
入
り
た

い
と
母
に
頼
ん
だ
が
、
許
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

ど
う
し
て
も
入
り
た
か
っ
た
の
で
、
「
嘆
願
書
」

を
書
い
て
父
母
の
枕
元
に
置
い
て
願
い
を
聞
い

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。
よ
う
や
く
父
母
の

許
し
を
貰
っ
て
大
喜
び
で
入
団
テ
ス
ト
の
日
を

上
人
の
法
語
‥

　

日
常
で
話
を
す
る
時
、気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。人
、時
、場
所
を
よ
く
見

て
話
す
の
で
す
。

　

誰
に
ど
ん
な
話
し
を
す
る
の
か
、
ど
ん

な
場
所
で
話
す
べ
き
か
、
も
し
話
す
べ
き

こ
と
を
話
さ
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
縁
は
失

わ
れ
ま
す
。
時
に
は
一
言
足
り
な
か
っ
た

た
め
に
、
大
き
く
後
悔
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。こ
れ
は
毎
日
の
決
ま
り
ご
と
と
し

て
し
っ
か
り
学
び
ま
し
ょ
う
。
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こ
と
は
物
事
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
無
私
の
正
義

感
で
あ
り
、
生
ま
れ
持
っ
た
も
の
は
変
え
ら
れ

な
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
心
の

な
す
ま
ま
に
数
十
年
を
過
ご
し
て
き
た
。

或
る
日
、
慈
済
の
研
修
会
で
世
話
係
と
し
て
、

忙
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
後
に
休
憩
室
に
行
っ

た
時
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
る
お
菓
子
を
見
回

し
、
心
な
ら
ず
も
「
何
に
も
食
べ
る
物
が
な
い

わ
ね
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
傍
に
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
「
テ
ー
ブ
ル
に
は
こ
ん
な
に
沢
山
の

お
菓
子
と
お
茶
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
食
べ

る
物
が
な
い
と
言
う
の
？
」
と
言
っ
た
。

自
分
で
も
間
違
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ

た
、
と
び
っ
く
り
し
た
が
、
も
う
取
り
返
し
が

迎
え
た
。
ピ
ア
ノ
の
傍
に
立
つ
と
、
男
の
先
生

が
伴
奏
を
弾
き
始
め
私
が
歌
い
だ
す
の
を
待
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
終
わ
り
ま
で
全
部
歌
っ
た

が
、
自
分
で
も
聞
き
取
れ
な
い
ほ
ど
小
さ
な
声

だ
っ
た
の
だ
。

小
さ
い
頃
か
ら
人
と
関
わ
る
こ
と
が
苦
手

だ
っ
た
私
は
、
パ
ズ
ル
や
読
書
を
し
て
、
静
か

に
自
分
の
世
界
に
浸
っ
て
い
る
と
、
人
に
合
わ

せ
る
こ
と
も
話
し
を
す
る
必
要
も
な
く
、
気
が

楽
だ
っ
た
。
独
り
に
慣
れ
て
い
て
自
分
だ
け
の

生
活
を
し
て
い
た
た
め
、
社
会
に
入
っ
て
仕
事

し
始
め
た
時
、
自
分
は
「
ス
ト
レ
ー
ト
に
話
す
」

こ
と
は
わ
ざ
と
ら
し
く
な
い
率
直
な
性
格
だ
と

思
っ
て
い
た
。
「
白
黒
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」

◎
法
語
は
大
愛
テ
レ
ビ
「
静
思
妙
蓮
華
」
と
い

う
番
組
の
字
幕
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
徳
懋
法

師
と
林
翠
玉
師
姐
が
修
正
を
加
え
て
か
ら
、
慈

済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
林
正
龍
、
許
峻
嘉
、
黄
文

欽
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
十
一
月

八
日
正
式
に
発
信
さ
れ
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
が
あ
れ
ば
、
何
時

ど
こ
で
も
法
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

◎
元
々
の
名
称
は
「
静
思
妙
華
籤
」
だ
っ
た
が
、

後
に
法
師
が
「
静
思
法
膸
籤
」
と
改
め
、
題
字

と
し
た
。「
膸
」は「
髄
」の
古
い
字
体
で
あ
る
。

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
の
は
慈
済
人
の
心
象
風
景
の
「
大

地
の
母
」
及
び
「
宇
宙
大
覚
者
」
で
あ
る
。
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つ
か
ず
、
慌
て
て
悪
気
は
な
か
っ
た
と
謝
っ
た
。

後
で
ど
う
し
て
あ
の
よ
う
な
事
を
言
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
と
反
省
し
た
。
本
当
は
「
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
は
私
の
食
べ
た
い
お
菓
子
は
な
い
」

と
思
っ
た
の
だ
。
そ
の
時
、
お
茶
菓
子
を
用
意

し
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
こ
と
が
念

頭
に
な
く
、
少
し
感
謝
の
気
持
ち
が
足
り
な

か
っ
た
と
懺
悔
し
た
。

日
常
生
活
の
中
で
話
を
す
る
時
、
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
動
を
謹
ん
で
言
葉
に

よ
る
業
を
作
っ
て
は
な
ら
ず
、
人
を
傷
つ
け
れ

ば
自
分
も
傷
つ
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
た
ち

は
往
々
に
し
て
自
分
の
心
を
制
御
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
情
緒
に
任
せ
て
言
葉
を
使
っ
て
憂
さ

を
晴
ら
し
、
相
手
を
攻
撃
し
よ
う
と
す
る
。
修

行
と
は
、
常
に
心
の
中
で
戒
律
を
守
る
こ
と
で

あ
り
、
戒
律
が
あ
れ
ば
、
修
行
者
が
薪
や
水
を

担
ぐ
よ
う
に
、
一
挙
手
一
投
足
、
話
す
こ
と
、

お
茶
を
飲
ん
だ
り
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
等
々
、

禅
で
な
い
動
作
は
な
い
。
そ
れ
を
正
念
と
い
う
。

精
舎
で
の
生
活
に
入
っ
て
七
年
に
な
る
が
、

最
初
か
ら
「
人
に
会
っ
た
ら
挨
拶
を
す
る
」
と

考
え
、
知
っ
て
い
る
人
も
知
ら
な
い
人
に
関
わ

ら
ず
、
「
お
は
よ
う
」
、
「
食
事
は
す
み
ま
し
た

か
？
」
と
声
を
か
け
て
良
縁
を
結
ぶ
こ
と
で
、

全
て
の
人
に
と
っ
て
好
い
一
日
に
な
る
よ
う

願
っ
て
き
た
。

簡
単
な
よ
う
に
見
え
る
動
作
は
実
は
容
易
で

は
な
い
。
こ
れ
は
自
分
に
課
し
た
課
題
で
あ
り
、

自
分
を
見
つ
め
直
し
て
心
を
捉
え
て
い
る
か
ど

う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
微
笑
み
を
湛
え

て
挨
拶
が
で
き
た
時
は
、
自
分
に
は
何
の
煩
悩

も
心
配
も
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
無
理

矢
理
に
微
笑
ん
で
つ
い
で
に
挨
拶
し
た
状
態
の

時
は
、
何
か
問
題
に
直
面
し
て
心
が
傷
つ
い
て

お
り
、
直
ぐ
に
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

上
人
の
こ
う
開
示
し
た
こ
と
が
あ
る
、

「
も
し
人
と
良
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

人
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
は

誰
で
も
慈
悲
と
善
念
を
持
っ
て
お
り
、
も
し
誰

も
が
心
か
ら
の
敬
虔
な
気
持
ち
で
以
っ
て
、
最

も
慎
み
深
い
身
・
口
・
意
（
態
度
と
話
し
方
と

心
の
持
ち
様
）
を
整
え
て
日
々
祈
願
す
れ
ば
、

天
下
に
災
難
は
起
き
な
く
な
る
で
し
ょ
う
」
。

い
つ
も
良
い
言
葉
を
口
に
し
て
良
縁
を
結

び
、
単
純
で
広
い
心
を
持
ち
、
身
・
口
・
意
を

四
季
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
修
行
す
る
の
で
あ

る
。
生
活
の
中
の
至
る
所
で
私
た
ち
は
人
・
事
・

物
の
修
行
が
で
き
る
が
、
た
だ
、
私
た
ち
が
心

し
て
行
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
慈
済
月
刊
六
四
一
期
よ
り)
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目
で
観
察
し
、
心
で
聞
く

◎
文
・
潘
静
涵　

訳
・
李
曉
萍
（
明
湉
）

育
っ
た
環
境
の
せ
い
か
、
私
は
子
供
の
頃

か
ら
自
立
し
て
い
て
、
自
分
で
宿
題
や

自
習
を
し
、
両
親
に
心
配
を
か
け
た
こ
と
は
な

い
。
大
人
に
な
っ
て
自
分
で
職
を
選
ぶ
時
に
も
、

両
親
に
相
談
し
よ
う
と
は
考
え
も
し
な
か
っ

た
。
一
人
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
も
、
簡
単
な
家

上
人
の
法
語
‥

先
ず
慈
悲
を
学
ん
で
こ
そ
、

智
慧
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

智
慧
が
有
れ
ば
、

機
会
の
あ
る
時
に

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
修
理
も
大
体
自
分
で
で
き
た
。

そ
の
た
め
、
他
人
に
頼
る
こ
と
も
な
く
、
歯

に
衣
を
着
せ
ず
言
う
癖
が
あ
る
。
以
前
、
職
場

で
、
「
何
で
も
で
き
ま
す
」
と
人
に
言
う
の
で

は
な
く
、
「
小
鳥
の
よ
う
に
頼
れ
ば
、
異
性
に

も
て
る
よ
」
、
と
よ
く
女
性
の
友
人
に
言
わ
れ

た
。
し
か
し
、
私
に
は
そ
れ
が
わ
ざ
と
ら
し
く

思
え
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
主
観
的
な
性
格
だ
か
ら
、
役
割

を
替
え
て
、
他
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
自
分
に
は
愛
の
心
は
な

く
、
逆
に
「
冷
淡
」
で
さ
え
あ
り
、
他
人
事
は

自
分
と
は
関
係
な
く
、
自
分
の
こ
と
が
一
番
に

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

仏
法
を
習
い
始
め
て
か
ら
、
「
慈
悲
」
と
い

う
二
文
字
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
観
世
音
菩

薩
が
世
の
人
々
の
祈
り
を
聞
い
て
こ
の
世
に
現

れ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
つ
も
心
の
片
隅
に
あ
り
、

そ
れ
が
温
か
く
感
じ
ら
れ
る
。

慈
悲
は
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
性
の

強
い
私
は
、
一
九
九
六
年
十
月
に
慈
済
が
中
国

で
行
っ
た
災
害
支
援
活
動
に
参
加
し
、
「
無
縁

大
慈
、
同
体
大
悲
（
縁
の
な
い
人
に
も
慈
悲
心

を
掛
け
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
悲
し
む
）
」

こ
と
を
体
得
し
た
。
修
行
と
は
簡
単
な
こ
と
で
、

即
ち
慈
悲
心
で
あ
る
。
一
度
感
動
し
て
も
、
絶

え
ず
励
ん
で
実
践
し
、
心
の
中
に
「
慈
悲
」
を

根
付
か
せ
、
身
を
も
っ
て
示
す
の
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
来
の
体
得
で
、
慈
悲
と
思
い
や
り

は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
思
い
や
り
と
は
慈
悲
心
の
表
れ
で

面
接
で
受
験
生
た
ち
が
積

極
的
に
感
想
を
述
べ
て
い

る
の
を
、
私
は
静
か
に
耳
に

傾
け
て
聞
い
て
い
た
。
し
か

し
、
私
が
発
表
す
る
前
に
、

試
験
官
は
試
験
を
終
了
し

て
し
ま
っ
た
！
思
い
も
よ
ら

ず
、「
何
も
発
言
し
な
か
っ

た
」
私
が
採
用
さ
れ
た
…
。
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あ
り
、
相
手
に
尊
重
さ
れ
理
解
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。

以
前
、
慈
済
香
港
支
部
で
働
い
て
い
た
時
、
近

く
に
大
学
が
あ
っ
て
、
そ
の
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
よ
く
閲
覧
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
社
会
福
祉

学
専
門
の
夜
間
講
座
に
申
し
込
む
こ
と
に
し
た
。

何
か
学
べ
ば
支
部
の
仕
事
に
役
立
ち
、
自
分
の
ス

キ
ル
も
強
化
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

面
接
の
当
日
、
十
数
人
の
受
験
者
が
い
た
。

試
験
官
は
皆
に
自
己
紹
介
さ
せ
た
後
、
大
き
な

輪
に
な
っ
て
座
ら
せ
、
問
題
を
一
つ
出
し
て
、

私
た
ち
に
討
論
さ
せ
た
。
受
験
者
に
は
男
性
も

女
性
も
い
て
、
皆
、
積
極
的
に
発
言
し
、
自
分

の
意
見
を
述
べ
て
い
た
が
、
私
は
大
勢
の
人
の

前
で
話
す
の
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
、
ず
っ
と
静

か
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

十
分
後
、
試
験
官
は
突
然
、
皆
の
討
論
を
中

断
し
、
試
験
の
終
了
を
告
げ
た
。
突
然
だ
っ
た

の
で
み
ん
な
が
意
見
を
述
べ
る
時
間
が
な
く
、

発
言
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
で
、
試
験

官
は
終
了
時
間
を
予
告
す
べ
き
だ
と
大
き
く
不

満
を
募
ら
せ
た
人
も
い
た
。
試
験
官
は
、
発
言

す
る
時
間
は
自
分
で
把
握
す
べ
き
で
あ
り
、
試

験
は
終
了
し
た
の
だ
と
言
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
私

も
一
言
も
発
す
る
機
会
は
な
く
、
採
用
さ
れ
る

と
は
思
わ
ず
、
気
に
止
め
な
か
っ
た
。

発
表
の
日
、
私
は
合
格
通
知
を
受
け
取
っ
た

の
だ
。
予
想
外
だ
っ
た
の
と
、
試
験
官
が
「
沈

黙
の
受
験
生
」
を
採
用
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
？

と
考
え
た
が
、
そ
れ
は
「
思
い
や
り
は
耳
を
傾
け

る
こ
と
が
大
切
だ
」
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
目
指
す
人
は
、
耳
を

傾
け
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

話
す
こ
と
が
苦
手
と
い
う
欠
点
は
思
い
も

寄
ら
ず
、
今
回
の
面
接
で
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と

な
っ
た
の
だ
。
結
果
と
し
て
、
経
済
的
な
理
由

で
そ
の
講
座
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
と
て
も
良
い
経
験
と
反
省
に
な
っ
た
。

證
厳
法
師
は
か
つ
て
、
他
人
に
自
分
の
話
を

聞
い
て
も
ら
う
の
も
一
種
の
欲
だ
と
言
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
人

は
い
つ
も
周
り
の
人
が
自
分
の
思
い
通
り
に
な

り
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

異
な
っ
た
意
見
が
出
て
く
る
と
、
我
慢
で
き
ず

に
自
分
の
意
見
を
主
張
し
た
が
る
。
そ
れ
は
平

和
的
な
討
論
か
ら
、
摩
擦
や
口
論
に
つ
な
が
る
。

な
ぜ
な
ら
相
手
を
言
い
負
か
そ
う
と
す
る
た
め
、

筋
を
通
し
な
が
ら
も
言
い
張
る
よ
う
に
な
る
か

ら
だ
。
心
の
明
月
が
次
第
に
雲
に
覆
わ
れ
、
暗

闇
の
中
で
方
向
を
見
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
。

か
つ
て
「
物
語
を
語
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぶ
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
は
思
い
や
り
に
あ
る
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
。
修
行
に
は
慈
悲
心

が
必
要
で
あ
り
、
慈
悲
に
は
思
い
や
り
が
必
要

で
あ
る
。
人
と
接
す
る
時
、
目
で
観
察
し
、
心

で
聞
き
、
心
か
ら
他
人
の
痛
み
を
思
い
や
り
、

清
ら
か
な
智
慧
を
も
っ
て
苦
し
み
を
幸
福
に
変

え
る
よ
う
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
他

人
の
苦
し
み
を
取
り
除
い
て
安
楽
を
与
え
る
行

動
や
話
に
耳
を
傾
け
る
態
度
は
、
互
い
の
心
を

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
慈
済
月
刊
六
四
六
期
よ
り)
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一
日
五
十
銭
を
貯
め
て
、
困
難
な
中
で
慈
善
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
初
心
の
誠
実
な
一
念
に
は
何
の
偏
り
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
五
十
五
年
が
経
っ
た
現
在
、

慈
済
人
の
い
る
所
に
は
必
ず
「
竹
筒
歳
月
」
の
教
え
が
あ
り
ま
す
。

小
銭
で
も
大
善
に
繋
が
り
、
そ
の
愛
は
地
球
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
の
歳
末
祝
福
会
は
十
一
月
に

始
ま
り
、
私
は
台
北
か
ら
台
中
ま
で
各
支
部

を
回
っ
て
か
ら
、
ま
た
台
北
に
戻
り
、
十
二

月
六
日
に
花
蓮
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

三
十
数
日
間
、
私
の
周
り
に
は
大
勢
の
人
と

温
か
い
愛
に
囲
ま
れ
、
ど
こ
を
見
て
も
皆
、

菩
薩
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
聞

い
た
「
あ
の
年
は
忘
れ
る
な
か
れ
」
、
「
あ
の

人
を
忘
れ
る
な
か
れ
」
と
い
う
諸
々
の
話
は

全
て
、
見
返
り
を
求
め
な
い
大
愛
の
奉
仕
で

し
た
。
ま
た
、
過
去
に
あ
っ
た
愛
憎
の
も

つ
れ
や
、
家
庭
内
の
様
々
な
問
題
も
、
縁

◎
訳
・
慈
願　

絵
・
陳
九
熹

竹
筒
歳
月
に
こ
め
た
一
念

【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】
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に
よ
っ
て
慈
済
に
入
り
、
迷
い
を
抜
け
出
し

て
悟
り
が
得
ら
れ
、
凡
夫
か
ら
菩
薩
の
心
に

変
わ
っ
た
と
話
す
人
も
い
ま
し
た
。

人
生
の
歩
み
の
中
で
起
き
た
誠
実
な
話

は
、
最
も
価
値
の
あ
る
物
語
で
す
。
今
回

の
行
脚
で
聞
い
た
こ
と
、
見
た
こ
と
は
す

べ
て
形
容
し
難
い
ほ
ど
美
し
い
も
の
で
し

た
。
慈
済
が
始
ま
っ
て
五
十
五
年
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
間
に
慈
済
人
と
志
業
の
感

動
的
な
物
語
が
一
つ
一
つ
と
綴
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
人
々
を
教
育
す
る

良
い
教
材
に
な
っ
た
の
で
す
。　

台
中
で
行
わ
れ
て
い
た
歳
末
祝
福
会
で
、

二
十
数
年
間
も
慈
済
に
投
入
し
て
き
た
、
南

投
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
曹
美
英
（
ツ
ァ
オ
・
メ

イ
イ
ン
）
教
諭
が
十
一
月
十
一
日
に
亡
く
な

り
、
献
体
し
て
「
無
言
の
良
師
」
に
な
り
、「
最

期
ま
で
慈
済
志
業
を
す
る
」
願
を
実
現
し
た

と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
「
慈

済
志
業
は
ど
れ
だ
け
し
て
も
悔
い
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
彼
女
は
言
い
、
い
つ
の
世
で
も
師

匠
に
随
っ
て
慈
済
の
菩
薩
道
を
歩
む
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
し
た
。

映
像
で
彼
女
が
人
生
の
最
期
に
行
き
着
い

た
の
を
見
て
、
私
は
大
き
な
喪
失
感
を
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
一
心
一
志
を
発

願
し
、
時
を
逃
さ
ず
実
行
に
移
し
て
き
た
人

生
は
最
も
美
し
い
も
の
で
し
た
。

曹
先
生
だ
け
で
な
く
、
体
に
病
気
を
持
っ

て
い
る
慈
済
人
や
生
活
環
境
が
悪
く
て
も
、

一
念
の
心
で
慈
済
志
業
を
続
け
、
人
後
に

落
ち
な
い
善
行
を
し
て
い
る
人
が
何
人
も

い
ま
す
。
こ
れ
は
私
に
対
す
る
最
大
の
供

養
で
あ
り
、
大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

近
頃
私
は
い
つ
も
、
こ
の
生
涯
に
悔
い
は

な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
五
十
五
年
前
、
世

間
の
無
常
と
貧
困
の
苦
難
が
多
い
の
を
知
っ

た
丁
度
そ
の
時
、
恩
師
に
嘉
義
に
来
る
よ
う

言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
花
蓮
に
は
私
が

離
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
人
た
ち
が
い
た
た

め
、
私
は
こ
う
言
い
ま
し
た
、
「
も
し
皆
が

私
の
す
る
慈
善
を
手
伝
っ
て
貧
苦
に
苦
し
む

人
た
ち
の
世
話
を
す
る
な
ら
、
花
蓮
に
残
る

人
生
は
価
値
が
あ
り
ま
す
」
。
そ
し
て
ま
た
、

毎
朝
市
場
へ
買
い
物
に
出
か
け
る
前
に
五
十

銭
を
竹
筒
に
入
れ
る
よ
う
言
い
ま
し
た
。
そ

の
貯
金
が
「
仏
教
克
難
慈
済
功
徳
会
」
の
救

済
活
動
の
始
ま
り
で
し
た
。

皆
の
少
し
ず
つ
の
愛
が
寄
せ
集
ま
り
、
川

と
な
っ
て
大
海
に
流
れ
こ
む
よ
う
に
、
僅
か

な
お
金
が
大
き
な
善
行
を
行
い
、
如
何
な
る
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所
で
も
善
人
が
善
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
愛
が
世
界
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
慈
済
人
の

い
る
所
な
ら
必
ず
「
竹
筒
歳
月
（
竹
筒
貯

金
箱
）
」
が
あ
り
、
当
時
の
「
五
十
銭
」
は

五
十
五
年
後
の
今
日
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
世
界
六
十
三
の
国
と
地
域
に
慈
済
の
拠

点
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
そ
の
近

隣
で
奉
仕
し
、
そ
の
足
跡
は
百
十
九
カ
国
に

及
ん
で
い
ま
す
。

人
の
助
け
を
待
つ
よ
り
も
、
人
を
助
け
る

方
が
幸
福
な
人
生
で
す
。
ト
ル
コ
に
滞
在
し

て
い
る
シ
リ
ア
難
民
の
子
供
た
ち
も
呼
応
す

る
こ
と
が
で
き
、
海
外
の
災
害
や
台
湾
の
花

蓮
と
台
南
の
震
災
な
ど
、
進
ん
で
寄
付
し
て

支
援
し
て
い
ま
す
。
白
紙
に
一
元
と
書
い
た

「
小
切
手
」
を
入
れ
た
子
供
も
い
ま
し
た
。

彼
ら
に
は
お
金
が
な
く
て
も
真
心
が
あ
り
ま

す
。
子
供
た
ち
は
と
て
も
誠
実
で
、
大
き
な

力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
最
も
人
を
感
動

さ
せ
る
も
の
で
す
。

五
十
数
年
前
、
私
の
一
念
は
今
の
こ
の
子

供
た
ち
の
一
念
と
同
じ
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に

今
日
ま
で
歩
み
を
進
め
、
何
ら
方
向
の
偏
り

が
な
い
上
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人
の
誠
実

な
良
縁
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
何
時
も
世
の
災

難
を
見
る
度
に
心
配
に
な
り
、
心
が
重
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
慈
済
人
が
心
を

一
つ
に
奉
仕
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
私
も

再
び
生
命
の
価
値
を
奮
い
起
こ
し
て
用
い
な

け
れ
ば
、
と
思
う
の
で
す
。
五
十
五
年
前
、

も
し
も
そ
の
一
念
が
な
か
っ
た
ら
、
皆
の
愛

を
結
集
す
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
ほ
ど
多
く

の
人
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の
は
、

ど
れ
だ
け
の
物
資
を
支
援
し
た
か
で
は
な

く
、
彼
ら
の
心
の
愛
を
啓
発
し
て
、
現
地
で

調
達
し
て
奉
仕
し
た
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
が
世
の
こ
と
を
も
っ
と
理
解
し

て
、
苦
難
の
人
に
関
心
を
持
つ
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
今
は
読
書
会
だ
け
で
な
く
、

慈
済
の
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア

ク
セ
ス
す
れ
ば
、
携
帯
を
手
に
し
、
指
先

で
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
皆
さ
ん
は
い
つ
で

も
私
に
繋
が
り
、
私
は
直
ぐ
に
皆
さ
ん
に

お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

太
陽
が
最
も
美
し
く
て
温
暖
な
時
間
が
過

ぎ
て
、
日
が
沈
ん
で
い
く
の
は
、
人
生
の
無

常
に
似
て
い
ま
す
。
一
年
が
過
ぎ
、
命
は
一

日
一
日
と
減
っ
て
行
き
ま
す
。
し
か
し
毎
日
、

福
を
造
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
福
が
得
ら

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
精
進
を
願
っ
て
い
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
(

慈
済
月
刊
六
五
〇
期
よ
り)



ス
ワ
テ
ィ
ニ
に
愛
を

最
初
の
一
里

　
八
年
前
、南
ア
フ
リ
カ
の
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
初
め
て
国
境
を

越
え
て
隣
国
の
ス
ワ
テ
ィ
ニ
で
志

業
の
開
拓
を
試
み
た
。

　
そ
の
お
ば
さ
ん
や
お
母
さ
ん
世

代
の
ズ
ル
族
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

が
掛
け
た
時
間
と
距
離
は
ど
れ

だ
け
だ
ろ
う
？
危
険
は
無
い
の
だ

ろ
う
か
？

文‧

袁
亞
棋
（
南
ア
フ
リ
カ
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

訳
・
済
運

慈
済
南
ア
フ
リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン
と
ス
ワ

テ
ィ
ニ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
マ
ン
チ

ニ
地
区
の
貧
困
家
庭
を
訪
問
し
た
。

（
撮
影
・
グ
ラ
デ
ィ
ス
・
ン
ゲ
マ
）

勇
敢
に
空
の
果
て
へ
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二
〇
一
二
年
三
月
二
十
五
日
、
南
ア
フ
リ

カ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
国
境
を
越
え
て

ケ
ア
を
始
め
た
。
最
初
に
訪
れ
た
の
は
ス
ワ

テ
ィ
ニ
の
マ
ン
ジ
ニ
市
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ビ
レ
ッ

ジ
で
あ
っ
た
。

南
ア
フ
リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン
の
現
地
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
数
人
が
潘
明
水
（
パ
ン
・
ミ
ン
ス
ィ
）

さ
ん
と
共
に
向
か
っ
た
。
そ
れ
は
初
期
の
南
ア

フ
リ
カ
、
ク
ヮ
ズ
ル
ナ
タ
ル
地
方
と
同
様
、
そ

の
道
が
ど
れ
だ
け
大
変
で
、
時
間
と
距
離
が
掛

か
る
の
か
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
や
っ
て

二
十
年
が
過
ぎ
、
今
再
び
国
境
を
超
え
た
新
た

な
道
に
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

ど
う
進
め
ば
い
い
の
か
？
分
か
っ
て
い
る
よ

う
で
、
漠
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
つ

だ
け
誰
も
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
願
」
は
行
動
に
移
す
べ
き
で
あ
り
、
踏
み
出

せ
ば
い
い
の
だ
。

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
は
縁
が
あ
り
、
工
業
区
の

側
に
あ
る
、
こ
の
人
口
の
密
集
し
た
貧
困
地
区

で
あ
る
ニ
ュ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
に
導
い
て
く
れ
た
。

穴
だ
ら
け
の
道
を
車
で
行
く
の
は
大
変
な
の

で
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
歩

い
て
入
る
こ
と
に
し
た
。
同
じ
制
服
を
着
た
見

慣
れ
な
い
人
た
ち
の
姿
は
人
目
を
引
い
た
。
シ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
レ
ー
ダ
ー
の
よ
う

に
目
を
配
り
、
誰
か
と
目
を
合
わ
せ
る
と
直
ぐ

に
近
寄
っ
て
挨
拶
し
、
来
た
目
的
を
話
し
た
。

相
手
は
警
戒
心
を
解
く
と
、
名
前
と
電
話
番
号

を
書
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
に
入
っ
た
。

当
時
、
ス
ワ
テ
ィ
ニ
に
は
一
人
も
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
お
ら
ず
、
全
て
は
ゼ
ロ
か
ら
の

出
発
だ
っ
た
。
進
み
な
が
ら
探
し
、
尋
ね
た
。

誰
も
が
全
力
で
、
隣
国
か
ら
来
た
台
湾
の
慈
善

団
体
の
無
限
の
善
意
を
代
表
し
た
。
「
何
も
な

か
っ
た
」
ゆ
え
に
「
何
で
も
で
き
」
、
道
端
で

酒
を
飲
ん
で
い
た
男
性
も
教
会
に
行
く
た
め
に

正
装
し
た
女
性
も
皆
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
ち
の
対
話
の
対
象
と
な
っ
た
。
将
来
、
善
意

の
種
が
芽
生
え
、
地
域
社
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
人
二
人
と
直
ぐ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
村
人
の

道
案
内
で
、
引
き
続
き
歩
き
な
が
ら
人
々
に
問

い
か
け
、
ケ
ア
の
必
要
な
世
帯
を
見
か
け
る
と

直
ち
に
訪
問
し
た
。
今
回
は
何
も
物
資
を
持
っ

て
来
な
か
っ
た
が
、
指
を
横
に
滑
ら
せ
て
ハ
ー

ト
を
指
し
、
「
い
っ
ぱ
い
の
愛
を
持
っ
て
き
ま

し
た
」
と
言
っ
た
。
そ
の
、
形
は
な
い
が
虚
空

を
満
た
し
た
愛
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
手

を
通
し
て
、
脳
卒
中
で
寝
た
き
り
の
ソ
フ
ィ
ー

お
婆
さ
ん
の
体
と
顔
を
洗
い
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

て
祝
福
し
て
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
の
慈
悲
深
い
眼
差
し
が
お
婆
さ
ん
の
心

に
達
し
、
彼
女
は
涙
を
流
し
た
。
人
生
で
初
め

て
こ
ん
な
に
多
く
の
天
使
に
愛
さ
れ
、
ケ
ア
さ
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イ
ラ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
脂
肪
は
全
く

な
く
、
筋
肉
も
水
分
も
な
く
、
骨
や
関
節
か
ら

骨
格
ま
で
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
鮮
明
だ
っ
た
。
体

が
奇
形
な
た
め
、
手
は
折
れ
曲
が
り
、
両
脚
は

Ｘ
字
型
に
交
叉
し
、
体
全
体
は
平
べ
っ
た
い
彫

刻
の
よ
う
に
硬
直
し
て
い
た
。
僅
か
に
違
う
の

は
、
彼
女
は
ま
だ
生
き
て
い
る
人
間
で
あ
り
、

見
る
こ
と
も
聞
く
こ
と
も
で
き
、
ま
だ
知
覚
も

あ
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
そ
の
二
人
を
発
見
し

た
状
況
は
も
う
文
字
で
表
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
室
内
に
は
重
い
苦
難
の
息
づ
か
い
と
カ
ビ

の
匂
い
が
混
ざ
っ
た
糞
尿
の
臭
い
が
充
満
し
、

複
雑
な
状
況
の
中
、
息
が
で
き
な
い
ほ
ど
だ
っ

ベ
ッ
ド
脇
の
床
に
は
二
十
六
歳
に
な
る
孫
娘
、

タ
ン
デ
カ
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

中
風
を
患
っ
た
お
婆
さ
ん
が
寝
て
い
る
マ
ッ

ト
レ
ス
は
使
え
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
く
、
大
き

な
穴
が
空
い
て
中
の
ス
プ
リ
ン
グ
が
見
え
て
い

て
、
そ
こ
に
何
枚
か
の
タ
オ
ル
が
詰
め
込
ま
れ
て

い
た
。
お
婆
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
の
上
で
用
を
足
す
し

か
な
い
。
だ
と
し
た
ら
そ
の
穴
に
は
ど
れ
だ
け
の

糞
便
が
溜
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
手
で
タ
オ
ル
を
取
り
出
す
と
同
時
に
次
か

ら
次
へ
硬
く
な
っ
た
排
泄
物
も
落
ち
て
き
た
。

そ
し
て
、
タ
ン
デ
カ
は
脳
性
麻
痺
に
よ
る
奇

形
児
で
、
エ
イ
ズ
を
患
っ
て
骨
と
皮
だ
け
ま
で

や
せ
細
り
、
長
年
風
に
吹
か
れ
て
乾
燥
し
た
ミ

れ
た
と
言
っ
た
。
そ
れ
は
満
た
さ
れ
た
気
持
ち

で
溢
れ
た
涙
で
あ
っ
た
。

第
一
歩
の
足
跡
は
こ
の
よ
う
に
無
骨
で
、
何

も
持
た
な
い
中
で
始
ま
っ
た
。

お
婆
さ
ん
と
タ
ン
デ
カ

ゴ
ミ
ゴ
ミ
で
い
っ
ぱ
い
の
小
道
を
行
く
と
、

糖
尿
病
と
中
風
で
三
年
間
寝
た
き
り
の
七
十
歳

の
タ
ビ
サ
・
シ
ソ
レ
お
婆
さ
ん
の
家
に
着
い
た
。

●
車
の
後
部
に
座
っ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
足
を

延
ば
す
余
裕
も
余
り
な
く
、
一
路
揺
ら
れ
て
い
た
。
３
～

４
日
の
遠
出
を
す
る
時
は
い
つ
も
休
憩
時
間
も
少
な
か
っ

た
が
、
文
句
を
言
う
人
は
な
く
、
却
っ
て
志
を
１
つ
に
し

た
使
命
を
啓
発
し
た
。
（
撮
影
・
慈
布
）
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た
。
彼
女
た
ち
は
ど
れ
だ
け
の
間
、
二
人
で
そ

う
や
っ
て
生
活
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
？

哀
れ
み
の
心
を
か
き
立
て
ら
れ
な
い
人
は
な

く
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
直
ち
に
お

婆
さ
ん
と
タ
ン
デ
カ
の
体
を
順
番
に
洗
っ
た
。

新
し
く
加
わ
っ
た
ニ
ュ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
も
自
発
的
に
糞
尿
に
ま
み
れ
た

シ
ー
ツ
や
異
臭
の
す
る
服
を
屋
外
で
洗
濯
し

た
。
お
婆
さ
ん
に
皆
で
清
潔
な
服
を
着
せ
、
車
椅

子
に
座
ら
せ
る
と
屋
外
に
押
し
て
行
き
、
や
っ

と
彼
女
は
長
い
間
、
見
た
こ
と
の
な
い
青
空
の

下
で
新
鮮
な
空
気
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
囲
ま
れ
た
お
婆
さ
ん
は
、

顔
の
筋
肉
の
一
つ
一
つ
か
ら
人
生
の
苦
難
を
解

き
放
つ
よ
う
に
、
喜
び
と
共
に
素
敵
な
笑
顔
を

見
せ
た
。
一
方
、
タ
ン
デ
カ
は
普
通
の
人
の
よ

う
に
は
意
思
表
示
で
き
な
い
が
、
硬
直
し
た
体

を
使
っ
て
頭
を
も
た
げ
た
。
恐
ら
く
「
あ
り
が

と
う
」
と
言
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の

苦
難
に
満
ち
た
体
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
心
か
ら

は
、
僅
か
に
イ
ー
、
イ
ー
、
ア
ー
、
ア
ー
と
言

う
声
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
彼
女
に
対
す

る
愛
に
応
え
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
声
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
生
命
力
に
溢
れ
る
表
現

に
聞
こ
え
た
。

そ
の
夜
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
と
潘

さ
ん
は
、
南
ア
フ
リ
カ
を
出
て
志
業
を
開
拓
し

た
ス
ワ
テ
ィ
ニ
で
、
一
日
目
の
夜
空
を
見
上
げ

慈
済
志
業

南
ア
フ
リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン
か
ら
ス
ワ
テ
ィ
ニ
ま
で

ス
ワ
テ
ィ
ニ
‥

志
業
の
略
歴
‥

旧
名
称
は
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
。
国
土
面
積
は

１
７
３
６
４
平
方
キ
ロ
で
、
台
湾
の
半
分
よ
り
も
僅

か
に
小
さ
い
。
人
口
は
約
１
１
３
万
人
で
、
８
０
％

余
り
が
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
。

２
０
１
２
年
、
南
ア
フ
リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン
の
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
国
を
跨
い
だ
国
際
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
華
僑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ズ
ル
族
の
お
ば
さ
ん
た
ち

一
同
は
６
百
キ
ロ
離
れ
た
ス
ワ
テ
ィ
ニ
の
貧
し
い
地

域
に
出
向
い
た
。
後
に
ズ
ル
族
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で

苦
難
の
多
い
場
所
に
行
き
、
税
関
で
も
木
陰
で
も
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
、
ど
こ
で
も
善
行
と
説
法
を

し
た
。
今
で
は
全
国
の
４
大
行
政
区
全
て
に
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
り
、
そ
の
数
は
約
３
千
人
に
上
る
。

ナミビア

スワティニ

ボツワナ

ジンバブエ
マダガ
スカル

南アフリカ

レソト ダーバン
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前
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
最
初
、
家
族
は
彼
女

が
病
気
で
眠
り
続
け
て
い
る
だ
け
だ
と
思
っ
た

が
、
そ
の
二
日
後
、
早
く
か
ら
呼
吸
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
お
婆
さ
ん
は
タ
ン

デ
カ
が
こ
の
世
を
去
っ
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ

ず
、
孫
娘
を
探
す
の
だ
と
言
い
張
っ
た
。
ま
た
、

彼
女
自
身
の
病
状
も
悪
化
し
、
家
族
は
お
婆

さ
ん
を
他
の
親
せ
き
の
家
に
移
し
て
ケ
ア
し
て

も
ら
う
し
か
な
か
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
悲
し
み
を
こ
ら
え
て

尊
重
と
祝
福
の
気
持
ち
で
も
っ
て
タ
ン
デ
カ
が

生
前
に
着
て
い
た
服
を
洗
濯
し
た
。
伝
統
に
な

ら
っ
て
清
潔
に
な
っ
た
服
を
取
っ
て
お
き
、
一

年
後
に
家
族
た
ち
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

そ
う
や
っ
て
祖
母
と
孫
は
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
と
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
を
取

り
持
つ
存
在
の
よ
う
に
な
り
、
み
ん
な
の
お
婆

ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
の
孫
娘
と
な
っ
た
。
屋
外
の

大
樹
の
下
で
、
そ
の
祖
母
と
孫
は
皆
の
注
目
の

的
で
あ
り
、
喜
び
の
対
象
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
一
二
年
七
月
、
四
回
目
に
隣

国
か
ら
訪
問
し
た
時
、
再
度
お
婆
さ
ん
と
タ
ン

デ
カ
の
家
を
訪
れ
た
が
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
微
笑

み
な
が
ら
体
を
動
か
す
お
婆
さ
ん
の
姿
は
既

に
な
く
、
タ
ン
デ
カ
の
イ
ー
イ
ー
ア
ー
ア
ー
と

い
う
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ず
、
た
だ
静
寂
で

空
っ
ぽ
の
部
屋
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

無
常
は
足
早
に
訪
れ
、
タ
ン
デ
カ
は
二
週
間

な
が
ら
座
っ
て
い
た
。
昼
間
に
見
た
こ
と
は
ま

だ
言
葉
に
表
せ
な
い
ほ
ど
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

そ
の
耳
元
で
上
人
の
言
葉
が
響
い
た
。

「
ア
フ
リ
カ
で
苦
難
に
あ
る
人
々
の
こ
と
を

思
う
と
、
心
が
忍
び
な
い
の
で
す
」
。
こ
の
国

境
を
超
え
た
道
を
往
復
す
る
の
が
ど
ん
な
苦

労
で
あ
っ
て
も
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
前
に
進

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
皆
、
黙
っ
て
自
分

た
ち
に
言
い
聞
か
せ
た
。

体
を
使
っ
て
苦
し
み
を
表
し
、人
々
を
導
く

後
に
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
国
境
を

越
え
る
ケ
ア
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
頻
繁
に
ス
ワ

テ
ィ
ニ
を
訪
れ
た
。
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増

え
る
と
共
に
、
毎
回
、
お
婆
さ
ん
と
タ
ン
デ
カ

を
見
舞
う
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

暫
く
し
て
新
し
い
マ
ッ
ト
レ
ス
と
毛
布
を
寄

付
す
る
人
が
現
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
れ
る

と
、
お
婆
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
の
上
で
嬉
し
そ
う
に
歌

い
な
が
ら
体
を
動
か
し
、
タ
ン
デ
カ
も
も
う
冷
た

い
床
に
寝
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
皆
で
二
人
の

体
を
洗
い
、
爪
を
切
っ
て
シ
ー
ツ
と
服
を
洗
濯
し

た
。
そ
し
て
、
お
婆
さ
ん
を
抱
き
か
か
え
て
車
い

す
に
乗
せ
、
屋
外
の
太
陽
の
下
で
歌
を
歌
っ
た
。

タ
ン
デ
カ
も
イ
ー
イ
ー
ア
ー
ア
ー
と
声
を
出
し

て
人
々
の
注
意
を
引
い
た
。
彼
女
も
抱
き
か
か
え

ら
れ
て
屋
外
で
日
光
浴
し
た
。
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を
与
え
て
大
愛
精
神
を
啓
発
し
た
の
で
あ
る
。

体
は
拠
り
所
が
な
く
て
も
心
に
は
あ
る

「
二
〇
一
二
年
二
月
一
日
、
精
舎
で
上
人
か
ら

重
責
を
託
さ
れ
た
時
、
八
十
八
歳
に
な
る
高
齢

の
母
親
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
っ
て
二
カ
月
に
な
る
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
私
の
最
も
尊
敬
す
る
上

人
の
前
で
、
大
愛
と
小
愛
の
狭
間
で
決
心
が
つ

か
ず
、
そ
れ
を
言
い
訳
に
し
ま
し
た
。
上
人
は
、

ア
フ
リ
カ
は
世
界
で
最
も
苦
難
に
満
ち
た
場
所

で
、
毎
日
、
あ
ん
な
に
多
く
の
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
可
哀
そ
う
な
衆
生
に
何
も
し
て
あ
げ

ら
れ
な
い
こ
と
を
思
う
た
び
に
、
心
で
と
て
も
忍

び
な
い
気
持
ち
に
な
る
、
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の

瞬
間
、
上
人
の
大
慈
悲
を
感
じ
、
自
分
の
小
さ

さ
が
見
え
ま
し
た
」。

「
二
月
半
ば
、
南
ア
フ
リ
カ
に
帰
る
前
、
母
の

病
状
は
相
変
わ
ら
ず
重
篤
で
、
離
れ
る
こ
と
が
と

て
も
辛
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

出
発
す
る
日
、
病
院
で
昏
睡
状
態
だ
っ
た
母
に

別
れ
を
告
げ
た
時
、
心
が
と
て
も
痛
み
ま
し
た
。

上
人
の
開
示
を
思
い
出
し
、
切
り
捨
て
る
べ
き
と

こ
ろ
は
切
り
捨
て
よ
う
と
し
て
、
元
々
頑
固
な

彼
は
祈
る
だ
け
で
叶
う
と
は
信
じ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
心
の
中
で
、『
菩
薩
の
力

で
、
私
の
寿
命
を
十
年
縮
め
て
で
も
母
の
健
康

を
取
り
戻
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
』
と
祈
り
ま

し
た
。
バ
ス
に
乗
っ
て
空
港
に
向
か
う
途
上
、
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

る
。
そ
れ
は
タ
ン
デ
カ
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
最

後
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

お
婆
さ
ん
と
タ
ン
デ
カ
は
二
人
と
も
行
動
が

極
端
に
不
自
由
で
、
一
人
は
ベ
ッ
ド
、
も
う
一

人
は
床
に
寝
な
が
ら
長
年
、
二
人
で
生
き
て
き

た
が
、
互
い
の
顔
を
見
る
の
も
難
し
く
、
同
じ

天
井
を
見
上
げ
る
だ
け
だ
っ
た
。
お
婆
さ
ん
は

時
々
タ
ン
デ
カ
に
呼
び
か
け
、
タ
ン
デ
カ
は

イ
ー
イ
ー
ア
ー
ア
ー
と
い
う
声
で
応
え
て
い

た
。
そ
れ
が
互
い
に
孤
独
に
感
じ
な
く
な
る
方

法
だ
っ
た
。

最
後
の
数
カ
月
は
見
知
ら
ぬ
人
た
ち
が
来

て
愛
で
ケ
ア
し
た
が
、
そ
れ
で
も
お
婆
さ
ん
は

タ
ン
デ
カ
を
失
っ
た
心
の
痛
み
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
一
カ
月
余
り
後
に
他
界
し
た
。

そ
の
後
、
ス
ワ
テ
ィ
ニ
で
の
志
業
展
開
で
は

ど
ん
な
困
難
に
出
会
っ
て
も
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
私
は
い
つ
ま
で
も
タ
ン
デ
カ
と
お

婆
さ
ん
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
私
自
身
は

彼
女
た
ち
に
会
っ
た
こ
と
は
な
く
、
体
を
洗
っ

て
服
を
洗
濯
し
、
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
こ
と
も
な

い
が
、
そ
れ
で
も
彼
女
た
ち
に
感
謝
し
て
い
る
。

私
た
ち
が
国
境
を
越
え
て
志
業
を
展
開
し
た

初
め
て
の
国
で
、
何
も
な
か
っ
た
初
期
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
時
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
女
た
ち
は
苦
し
み
に
満
ち
た
体
で
も
っ
て

導
師
と
な
り
、
生
命
の
最
期
を
も
っ
て
、
ス
ワ

テ
ィ
ニ
の
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
大
き
な
影
響
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年
ま
で
の
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
六
回
も
宿
泊
場
所
を
変
え
た
。
あ

ち
こ
ち
で
伝
手
を
辿
っ
て
国
境
を
越

え
る
チ
ー
ム
の
宿
泊
場
所
を
借
り
る

相
談
を
し
た
。
落
ち
着
か
な
い
感
情

は
さ
て
お
い
て
、
一
番
大
変
だ
っ
た

の
は
慈
済
の
車
に
泊
ま
っ
た
時
で
、

ゴ
キ
ブ
リ
や
ノ
ミ
、
蚊
と
一
緒
に
寝

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

九
時
間
揺
ら
れ
、
ス
ワ
テ
ィ
ニ
に
着
く
と
直
ち

に
愛
を
広
め
る
活
動
を
始
め
た
。

そ
の
数
カ
月
後
、
私
た
ち
は
慈
済
の
国
境
を

越
え
る
専
用
車
を
得
た
の
で
、
国
境
を
行
き
来

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
々
、
ス
ワ
テ
ィ
ニ

の
警
察
が
何
度
も
出
動
し
て
車
を
停
め
ら
れ
た

が
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
喜
ん
だ
。

と
い
う
の
も
警
察
官
に
愛
に
関
す
る
話
が
で
き

た
か
ら
で
あ
る
。
話
が
で
き
る
相
手
で
あ
れ
ば
、

全
て
愛
を
広
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
彼
女
た

ち
は
慈
済
の
こ
と
を
話
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。

宿
泊
で
も
心
穏
や
か
で
な
い
放
浪
の
時
期
が

あ
っ
た
。
最
初
の
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
五

そ
の
言
葉
で
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
、
潘
さ
ん

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
多
く
の

涙
を
流
し
た
が
、
そ
の
全
て
が
今
の
現
実
と
化

し
た
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
現
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
ス
ワ
テ
ィ
ニ
の

様
々
な
貧
困
部
落
や
曲
が
り
く
ね
っ
た
田
舎
道
、

う
ね
っ
た
草
原
な
ど
に
は
自
ず
と
整
然
と
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
隊
列
が
見
ら
れ
、
途
切
れ
る

こ
と
な
く
愛
の
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
だ
。

初
め
、
ダ
ー
バ
ン
の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
ち
は
四
、
五
日
分
の
荷
物
を
持
っ
て
、
早
朝

三
時
半
の
一
番
早
い
黒
人
用
の
バ
ス
に
乗
っ

た
。
そ
し
て
、
ダ
ー
バ
ン
市
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で

国
境
に
向
か
う
小
型
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
八
〜

●
潘
明
水
さ
ん
は
南
ア
フ
リ
カ
の
慈
済
人
た
ち

と
初
め
て
ス
ワ
テ
ィ
ニ
に
来
た
時
、
タ
ン
デ
カ

と
い
う
女
の
子
に
出
会
っ
た
。
彼
女
は
最
後
の

数
カ
月
間
の
生
命
を
使
っ
て
皆
に
「
慈
悲
の
道

場
・
第
１
課
」
の
講
義
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
撮
影
・
廖
玫
玲
）
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ラ
ン
テ
ィ
ア
は
独
自
に
愛
の
米
を
手
に
入
れ

て
、
様
々
な
貧
困
農
村
に
分
け
入
っ
て
配
付
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
よ
り
頻
繁
に
隣
国
に
出
か

け
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
付
き
添
っ
て
家
庭

訪
問
を
し
た
り
、
リ
ス
ト
の
作
成
や
愛
を
広
め

る
活
動
や
自
ら
の
手
に
よ
る
配
付
な
ど
を
し
た

り
し
て
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
愛
を
社
会
の
暗
が

り
に
届
け
、
地
域
社
会
全
体
に
自
信
と
感
動
を

も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

早
朝
に
出
発
す
る
時
、
袋
に
入
っ
た
愛
の
米

は
自
分
た
ち
で
車
に
運
ば
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
配
付
地
点
に
着
い
て
そ
れ
を
下
ろ
す
と
、

再
び
戻
っ
て
二
回
目
の
運
搬
を
す
る
。
一
日
一

持
ち
込
む
こ
と
を
試
み
た
。
国
境
ま
で
来
る
と
、

食
糧
の
輸
入
許
可
を
申
請
す
る
た
め
に
、
ス
ワ

テ
ィ
ニ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
急
い
で
マ
ン
ジ
ニ

で
書
類
を
申
請
し
、
二
時
間
余
り
車
を
走
ら
せ

て
国
境
ま
で
書
類
を
持
っ
て
来
て
、
や
っ
と
国

境
で
立
ち
往
生
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
通
関
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
の
隣
国
へ
の
奉
仕
で
も
、
相
変
わ
ら

ず
輸
入
手
続
き
に
三
時
間
余
り
か
か
り
、
マ
ン

ジ
ニ
に
着
く
の
は
い
つ
も
夜
に
な
っ
た
。
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
に
と
っ
て
、
通
関
さ

え
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
難
儀
で
は
な
く
、
皆
、

喜
ん
で
参
加
し
た
。
二
〇
一
三
年
に
な
っ
て

や
っ
と
変
化
が
見
ら
れ
、
ス
ワ
テ
ィ
ニ
の
ボ

却
っ
て
心
は
地
に
足
を
つ
け
、
益
々
勇
敢
に

な
っ
て
い
っ
た
。
後
に
感
動
的
な
出
来
事
に
よ

る
縁
で
そ
の
国
で
私
た
ち
の
拠
点
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。

腰
を
曲
げ
た
姿
で
社
会
を
支
え
る

あ
る
理
由
で
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
二
〇
一
二
年
八
月
に
六
回
目
の
隣
国
へ
の
奉

仕
に
出
か
け
る
前
、
愛
の
米
を
自
国
の
極
貧
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
ダ
ー
バ
ン
か
ら
そ
れ
を
車
に
積
ん

で
隣
国
に
持
っ
て
行
く
し
か
な
か
っ
た
。

初
め
て
六
十
袋
に
分
け
た
六
百
キ
ロ
の
米
を

横
に
な
る
と
頭
皮
が
痒
く
な
っ
た
が
、
余
り
に

も
疲
れ
て
い
た
た
め
、
早
く
朝
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
た
だ
眼
を
閉
じ
る
し
か
な
か
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
こ
ん
な
分
析
ま
で
し

た
こ
と
が
あ
る
。
ス
ワ
テ
ィ
ニ
の
蚊
は
南
ア
フ

リ
カ
の
よ
り
も
品
種
が
良
く
、
大
き
く
て
音
が

大
き
く
、
一
晩
中
う
る
さ
い
。
蚊
帳
が
な
か
っ

た
た
め
、
彼
女
た
ち
は
昼
間
に
蚊
避
け
の
葉
っ

ぱ
を
見
つ
け
て
き
て
、
寝
る
前
に
香
の
薫
物
の

よ
う
に
寝
床
の
周
り
に
置
い
た
。
泊
ま
る
所
も

環
境
も
大
変
だ
っ
た
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
広

げ
、
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
眠
っ
た
。

ス
ワ
テ
ィ
ニ
で
の
志
業
の
開
拓
で
最
初
の
三

年
間
は
皆
、
あ
ち
こ
ち
放
浪
し
て
宿
泊
し
た
が
、
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
持
っ
て
行
き
、
一
人
ひ
と
り
の

心
に
植
え
付
け
る
の
だ
、
と
。
彼
女
た
ち
は
体

を
使
っ
て
信
念
を
伝
え
、
心
を
一
つ
残
ら
ず
啓

発
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
私
に
は
、
あ
の

暗
闇
の
中
を
一
つ
の
灯
り
に
頼
っ
て
、
疲
れ
て

丸
ま
っ
た
体
を
引
き
ず
っ
て
歩
い
て
い
た
姿

が
、
と
て
つ
も
な
く
偉
大
に
感
じ
ら
れ
た
。

地
獄
に
ま
で
付
き
添
う

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
お
腹
を
空
か
せ

な
が
ら
も
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
、
あ
ち
こ
ち

の
拠
点
に
愛
を
根
付
か
せ
て
き
た
。
幾
つ
も
の

山
や
丘
を
越
え
、
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
道
に
足
を

整
理
し
て
い
た
時
、
真
っ
暗
闇
の
中
で
一
つ
の

灯
り
を
頼
り
に
背
を
丸
め
、
老
い
て
疲
れ
た
姿

で
、
一
歩
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
宿
泊
所
に
向
か
っ

て
歩
い
て
い
た
映
像
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
た

時
、
私
は
堪
え
き
れ
な
く
て
涙
を
流
し
た
。

彼
女
た
ち
が
疲
れ
た
と
言
わ
な
い
分
だ
け
、

私
は
心
が
痛
み
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
、
以
降
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が

持
っ
て
帰
っ
た
他
国
で
の
資
料
は
ど
ん
な
に
煩

雑
で
時
間
が
か
か
っ
て
も
絶
対
に
怠
け
ず
整
理

し
よ
う
、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
新
参
入
者
に
こ
う

諭
し
て
い
る
。
こ
の
袋
に
入
っ
た
米
は
一
粒
ず

つ
が
愛
の
種
で
あ
り
、
私
た
ち
が
そ
の
愛
を
コ

日
、
一
カ
所
ず
つ
リ
レ
ー
式
に
行
な
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。

彼
女
た
ち
は
皆
、
六
十
歳
か
ら
七
十
歳
を
過

ぎ
た
ズ
ル
族
の
お
母
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
た
ち

で
、
昼
間
は
精
出
し
て
米
を
運
ん
だ
り
、
慰
問

や
愛
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
話
し
て
聞
か
せ
、
夜
に

な
る
と
、
報
告
を
書
い
た
り
、
配
付
リ
ス
ト
の
整

理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
持
っ

て
帰
っ
た
彼
女
た
ち
の
報
告
に
、
苦
労
に
よ
る

恨
み
が
ま
し
い
言
葉
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ

れ
で
も
彼
女
た
ち
が
撮
っ
た
写
真
と
ビ
デ
オ
を

●
ダ
ー
バ
ン
か
ら
来
た
年
配
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、

ス
ワ
テ
ィ
ニ
で
昼
間
は
米
を
運
ん
だ
り
、
人
の
世
話
や
経

験
談
を
話
し
、
夜
は
報
告
を
書
い
た
り
、
配
付
名
簿
の
整

理
を
し
た
。
（
撮
影
・
慈
翠
）
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善
人
た
ち
に
落
ち
着
く
場
所
が
な
い
こ
と
を
見

か
ね
、
今
後
、
こ
の
国
境
を
越
え
る
ケ
ア
チ
ー

ム
が
落
ち
着
く
先
で
も
あ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
の
集
会
場
所
と
し
て
、
元
は
王
室
に
属
し
て

い
た
土
地
を
慈
済
に
寄
付
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
土
地
の
出
現
は
、
慈
済
の
ス

ワ
テ
ィ
ニ
で
の
発
展
を
大
い
に
躍
進
さ
せ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
過
程
で
も
至
る
所
か
ら
愛
と

堅
持
が
集
結
し
、
そ
の
二
年
後
に
支
部
の
建
物

が
出
来
上
が
っ
た
。

二
〇
一
六
年
十
一
月
十
六
日
、
「
ス
ワ
テ
ィ

ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
た
。

除
幕
式
で
は
、
身
分
の
高
貴
な
酋
長
が
権
威
を

象
徴
す
る
伝
統
的
な
毛
皮
の
衣
装
は
身
に
着
け

か
け
た
。
愛
の
奉
仕
方
法
と
考
え
方
を
変
え
て

か
ら
、
彼
は
人
生
を
別
の
角
度
で
見
る
よ
う
に

な
り
、
感
動
的
な
場
面
が
増
え
て
い
っ
た
。

マ
ン
ジ
ニ
・
ム
ヒ
ラ
ネ
村
の
ム
フ
ァ
・
ボ
ン

ガ
ネ
・
ン
ビ
ン
ゴ
酋
長
は
、
チ
ヌ
ム
ジ
・
ン
ビ
ン

ゴ
さ
ん
と
同
様
、
王
室
の
血
統
を
引
き
継
ぐ
キ

リ
ス
ト
教
の
信
者
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
、
チ

ヌ
ム
ジ
さ
ん
の
引
き
合
わ
せ
で
、
酋
長
は
外
国

か
ら
来
た
、
宗
教
思
想
の
異
な
る
団
体
に
出

会
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
ス
ワ
テ
ィ
ニ
で
苦
労
し
て

開
拓
し
た
愛
の
志
業
は
、
地
道
に
苦
難
に
溢
れ

た
社
会
の
暗
が
り
に
深
く
到
達
し
た
だ
け
で
な

く
、
同
時
に
数
多
く
の
人
生
の
転
換
の
契
機
を

作
っ
た
。
酋
長
は
、
こ
の
よ
う
な
良
い
団
体
や

チ
ヌ
ム
ジ
・
ン
ビ
ン
ゴ
さ
ん
は
、
そ
の
素
晴

ら
し
い
奇
跡
を
起
こ
す
手
助
け
を
し
た
一
人
で

あ
る
。
彼
の
父
親
は
宣
教
師
で
、
息
子
に
敬
虔

な
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
教
え
、
そ
の
息
子
は
後

に
教
会
の
牧
師
に
な
っ
た
。

二
〇
一
三
年
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ロ
ー

ズ
・
マ
ガ
グ
ラ
さ
ん
は
チ
ヌ
ム
ジ
・
ン
ビ
ン
ゴ

さ
ん
に
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
る
よ
う

呼
び
か
け
た
。
信
仰
が
厚
か
っ
た
彼
は
、
活
動

が
社
会
で
よ
り
着
実
に
真
理
の
宗
教
を
実
践
し

て
い
る
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
彼
は
伝
統
を
打
ち

破
り
、
信
者
の
寄
付
金
を
地
域
の
孤
児
へ
の
食

事
基
金
と
し
、
病
苦
に
喘
ぐ
人
た
ち
の
ケ
ア
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
よ
う
信
者
に
呼
び

取
ら
れ
て
も
、
皆
が
同
じ
大
樹
の
下
で
励
ま
し

合
い
、
暑
い
太
陽
の
下
で
は
汗
を
拭
い
、
冷
た
い

風
が
吹
き
付
け
よ
う
と
も
進
み
続
け
た
。
そ
れ

は
初
期
の
頃
の
最
も
苦
し
く
て
楽
し
い
光
景
で

あ
る
。
も
し
も
こ
の
よ
う
な
苦
労
が
な
け
れ
ば
、

一
つ
の
志
業
を
開
拓
し
て
、
次
の
段
階
に
ま
で
発

展
さ
せ
た
奇
跡
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

背
景
と
宗
教
思
想
が
全
く
異
な
る
団
体
が
、

愛
に
よ
る
包
容
力
と
実
践
力
で
も
っ
て
、
現
地

で
人
々
を
引
き
寄
せ
、
感
動
的
な
場
面
を
人
伝

て
に
広
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
期
の
手
探
り

の
時
代
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
幹
部
た
ち
が
戻
り
、
全
員
が
認
証

を
受
け
た
慈
済
委
員
と
な
っ
た
。
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こ
の
世
の
苦
難
が
去
っ
た
後
、
天
国

に
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
酋
長
と
牧

師
が
手
を
携
え
て
地
獄
に
堕
ち
る
日

が
来
て
も
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
信

仰
し
て
い
る
神
が
地
獄
の
入
り
口
で

待
っ
て
い
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
、

そ
し
て
彼
ら
の
神
は
、
引
き
続
き
愛

で
も
っ
て
人
心
の
地
獄
を
変
え
る
よ

う
、
彼
ら
に
次
の
も
っ
と
偉
大
な
使

酋
長
は
地
獄
に
堕
ち
る
と
呪
う
人
ま
で
現
れ
た

が
、
彼
は
考
え
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
土
地
を

慈
済
に
寄
付
す
る
の
は
最
も
正
し
い
こ
と
だ
と

信
じ
た
。
牧
師
で
あ
る
チ
ヌ
ム
ジ
さ
ん
も
き
っ

ぱ
り
と
酋
長
に
こ
う
言
っ
た
、
「
土
地
を
慈
済

に
寄
付
す
る
こ
と
で
地
獄
に
堕
ち
る
な
ら
、
私

も
お
伴
し
ま
す
！
」

地
位
の
高
い
酋
長
と
人
々
が
尊
敬
す
る
牧
師

が
衆
人
の
不
可
解
に
対
し
て
、
勇
敢
に
一
緒
に

地
獄
に
堕
ち
る
約
束
を
し
た
こ
と
で
、
批
判
し

た
人
た
ち
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
顔
つ
き
で

黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
し
、
人
心
が
よ
り
多
く
の
人
の
努
力
で
浄

化
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、

●
グ
ラ
デ
ィ
ス
・
ン
ゲ
マ
師
姐
（
右
）
が
代
表

し
て
、
無
償
で
「
ス
ワ
テ
ィ
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」
の
た
め
に
土
地
を
寄
付
し
た
当
地

の
ム
フ
ァ
・
ボ
ン
ガ
ネ
・
ム
ビ
ン
ゴ
酋
長
に
、

グ
レ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
服
を
寄
贈
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
撮
影
・
連
炳
華
）

ず
、
質
素
な
身
な
り
で
臨
ん
だ
。
そ
れ
は
平
等

と
大
愛
を
代
表
す
る
そ
の
建
物
を
尊
重
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
生
命
の
尊
重
と
殺
生
し
な

い
と
い
う
団
体
の
戒
律
を
守
る
た
め
で
あ
る
。

酋
長
の
謙
遜
は
一
層
人
々
に
尊
敬
の
念
を
も
た

ら
す
人
格
と
な
っ
て
現
れ
、
人
々
は
そ
の
日
参

加
し
た
こ
と
を
殊
更
栄
誉
に
感
じ
た
。

ま
た
、
酋
長
は
二
年
間
、
誰
に
も
言
わ
な
か
っ

た
出
来
事
を
話
し
、
人
々
を
び
っ
く
り
さ
せ
る

と
共
に
感
動
を
与
え
た
。
そ
れ
は
土
地
を
寄
付

す
る
決
意
を
し
た
後
、
反
対
の
声
が
あ
ち
こ
ち

で
上
が
っ
た
の
だ
。
酋
長
が
ど
う
し
て
王
室
の

土
地
を
人
に
寄
付
す
る
の
か
？
そ
れ
も
外
国
の

団
体
に
、
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
、
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長
年
苦
労
し
て
経
営
し
て
き
た
農
場
を
売
り
、

貯
金
を
は
た
い
て
建
設
資
金
の
一
部
に
充
て
て

く
れ
た
。
そ
の
他
、
三
人
の
華
僑
と
三
人
の
現

地
幹
部
で
成
り
立
っ
て
い
た
建
設
チ
ー
ム
は
、

見
返
り
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
志
願
し
て
ス
ワ

テ
ィ
ニ
に
出
向
き
、
責
任
を
持
っ
て
建
設
を
完

成
さ
せ
た
。

二
〇
一
六
年
十
月
八
日
に
着
工
し
た
が
、
そ

の
年
、
ス
ワ
テ
ィ
ニ
で
は
酷
か
っ
た
干
ば
つ
が

収
ま
り
つ
つ
あ
り
、
雨
が
降
り
出
し
た
。
建
設

チ
ー
ム
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
雨
の
中
で
仕

事
す
る
日
が
多
く
、
泥
濘
の
中
で
建
設
を
急
い

だ
。
セ
メ
ン
ト
を
流
し
込
ん
だ
ば
か
り
の
中
に

立
っ
て
仕
事
を
続
け
、
濡
れ
て
は
乾
き
、
乾
い

て
は
濡
れ
る
靴
は
底
が
抜
け
、
手
袋
は
過
重
な

仕
事
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
。
む
く
ん
だ
手
は

日
焼
け
と
相
ま
っ
て
肌
が
二
色
に
な
っ
て
い
た

が
、
皆
、
苦
情
も
言
わ
ず
、
懸
命
に
完
成
に
向

か
っ
て
働
き
続
け
た
。

そ
し
て
、
除
幕
式
間
近
に
な
っ
て
も
、
ま
だ

ペ
ン
キ
塗
り
や
整
理
に
追
わ
れ
て
い
た
の
で
、

国
際
チ
ー
ム
も
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
緒
に

手
伝
っ
た
。
日
が
暮
れ
る
頃
に
な
っ
て
や
っ
と
、

セ
ン
タ
ー
前
方
の
ロ
ゴ
と
文
字
の
ペ
ン
キ
塗
り

が
終
わ
り
、
暗
く
な
る
前
に
赤
い
布
を
掛
け
、

翌
日
の
式
典
の
準
備
に
間
に
合
わ
せ
た
。

ス
ワ
テ
ィ
ニ
の
ベ
ン
・
ダ
ミ
ン
ニ
師
兄
（
ス
ー

シ
ォ
ン
）
は
、
二
匹
の
狼
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
絵

命
を
与
え
る
だ
ろ
う
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

前
に
進
め
ば
道
が
切
り
開
か
れ
る

話
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
出
来
る

二
年
前
に
戻
す
と
、
二
〇
一
四
年
八
月
、
国
際

チ
ー
ム
の
幹
部
と
ス
ワ
テ
ィ
ニ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
は
緑
の
野
原
と
青
い
空
で
い
っ
ぱ
い
の

建
設
予
定
地
を
訪
れ
た
。
そ
こ
に
佇
ん
で
い
る

と
、
足
元
か
ら
実
感
が
湧
い
て
、
目
の
前
に
希

望
が
満
ち
溢
れ
た
。

潘
さ
ん
は
台
湾
と
南
ア
フ
リ
カ
、
ス
ワ
テ
ィ

ニ
の
間
を
何
度
も
行
き
来
し
て
、
建
設
初
期
の

準
備
に
追
わ
れ
た
。
二
組
の
善
意
の
夫
婦
が
、

に
描
い
た
こ
と
が
あ
る
。
「
私
た
ち
ス
ワ
テ
ィ

ニ
人
は
一
本
の
縄
に
繋
が
れ
た
二
匹
の
狼
の
よ

う
な
も
の
で
、
狼
同
士
は
い
つ
も
異
な
る
方
向

に
行
こ
う
と
し
て
引
っ
張
り
合
い
ま
す
。
し
か

し
、
慈
済
が
来
て
か
ら
は
、
二
匹
の
狼
が
手
綱

に
導
か
れ
、
じ
っ
く
り
進
む
べ
き
方
向
を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
狼
た
ち
は
互
い
に
助

け
合
い
、
愛
し
合
う
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
す
」
。

こ
の
よ
う
な
例
え
の
よ
う
に
、「
方
向
性
」
を

持
っ
た
ス
ワ
テ
ィ
ニ
の
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
台
湾
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
付
き
添
い
が
な
い
状
況
下
で
、
自
分
た
ち
だ

け
で
様
々
な
困
難
を
克
服
し
て
志
業
を
展
開
す

る
道
を
切
り
開
い
た
。
そ
こ
か
ら
数
々
の
縁
が
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者
、
貧
困
者
、
病
人
、
孤
児
の
ケ
ア
な
ど
を
行

な
っ
て
い
る
。

十
一
月
十
九
日
に
出
現
し
た
「
ス
ワ
テ
ィ
ニ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
は
、
大
衆
の
祝
福
の

繋
が
り
、
全
国
六
十
カ
所
余
り
の
貧
困
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
根
付
い
た
。

自
宅
に
い
る
重
病
患
者
の
ケ
ア
や
自
力
更
生
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
食
糧
供
給
、
エ
イ
ズ
患

下
に
、
賑
や
か
に
除
幕

式
が
行
わ
れ
た
。
以
前
、

裏
方
の
手
伝
い
を
し
た

こ
と
を
思
い
出
す
と
、

苦
労
の
後
の
喜
び
が
よ

く
分
か
っ
た
が
、
今
で

も
、
あ
の
時
、
地
か
ら

湧
き
出
た
の
は
建
築
物

で
は
な
く
、
一
人
一
人

の
「
心
」
だ
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
そ
れ
は

一
つ
の
国
の
志
業
を
永

続
さ
せ
る
希
望
で
あ
り
、

永
遠
に
「
心
」
に
残
る

も
の
で
あ
る
。（
慈
済
月

刊
六
四
七
期
よ
り)

●
南
ア
フ
リ
カ
支
部
と
ス

ワ
テ
ィ
ニ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
一
緒
に
マ
ン
ジ
ニ
の

ム
シ
ラ
ネ
村
に
「
慈
済
ス
ワ

テ
ィ
ニ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」
を
建
て
る
企
画
を
た

て
、
２
０
１
６
年
１
１
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
時
、
各
業
界

の
人
々
が
式
典
に
参
加
し
た
。

　
　
　
　
　

（
撮
影
・
デ
ビ
ー
）



行脚の軌跡

100慈済ものがたり2021・2101

し
て
志
業
に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
。

定
例
の
月
曜
日
の
慈
済
基
金
会
の
心
温
ま
る
報
告
を
聞
い
た
後
、
上
人
は
こ

う
語
り
ま
し
た
。

「
数
十
年
前
、
無
の
状
態
で
四
大
志
業
と
八
大
法
印
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
確

か
に
身
の
程
知
ら
ず
の
至
り
で
し
た
。
そ
れ
は
た
だ
一
念
の
慈
悲
心
か
ら
、
苦

し
ん
で
い
る
衆
生
を
見
る
に
忍
び
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
た
か
ら
で
す
。

従
っ
て
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
ど
ん
な
に
大
変
で
、
困
難
で
あ
っ

て
も
、
歯
を
喰
い
し
ば
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
使
っ
て
困
難
を
突
破
し
ま
し
た
。

私
に
福
が
あ
っ
て
、
良
縁
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
必
要
な
時
に
、
助
け
て
く
れ
る
善
の
人
が
現
れ
、
同
じ
志
の
下
に
志
業

の
重
責
を
担
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
。

「
私
た
ち
は
時
間
を
惜
し
み
、
縁
を
逃
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
は
縁
が
あ
っ

て
、
感
染
予
防
物
資
を
八
十
数
カ
国
に
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
慈
済
人

が
世
界
各
地
に
い
て
、
現
地
や
近
隣
の
縁
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
『
無
縁
の

有
か
ら
無
に
な
り
、
無
か
ら
有
に
変
わ
る

　「
慈
済
の
志
業
は
一
念
に
始
ま
り
、
無
か
ら
有
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
『
有
』

は
人
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
も
の
で
す
。
人
は
誰
で
も
強
い
自
我
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
慈
済
が
説
く
仏
法
で
は
、
常
に
『
有
我
』
を
『
無
我
』
に
す
る
、
即
ち
、

『
我
』
に
執
着
せ
ず
、
心
身
か
ら
奉
仕
す
る
よ
う
教
え
て
き
ま
し
た
。
従
っ
て
、

社
会
的
に
地
位
が
高
く
、
名
声
の
あ
る
人
で
も
、
慈
済
の
た
め
な
ら
腰
を
低
く

◎
文
・
釋
徳

／
訳
・
済
運

心
の
大
富
者

日
々
、
善
の
念
を
発
し
て
貯
め
れ
ば
、
心
が
愛
に
満
た
さ
れ
、
い

つ
ま
で
も
人
助
け
す
る
力
に
溢
れ
る
。
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人
に
慈
悲
を
掛
け
、
相
手
の
身
に
な
っ
て
悲
し
む
』
と
い
う
菩
薩
の
大
愛
か
ら
、

救
い
を
求
め
る
衆
生
に
寄
り
添
っ
て
奉
仕
し
て
い
る
の
で
す
」
。

「
慈
済
人
は
絶
え
ず
、
大
衆
に
愛
を
奉
仕
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
宗

教
に
関
係
な
く
、
善
意
の
寄
付
は
僅
か
で
あ
っ
て
も
貯
ま
れ
ば
、
こ
の
世
で
苦

難
が
あ
っ
た
時
、
衆
生
の
必
要
に
応
じ
て
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
慈
済
人
に
、
た
と
え
支
援
を
受
け
た
人
に
対
し
て
も
、
少
し
ず
つ
小
銭
を

貯
め
る
こ
と
で
彼
ら
の
善
意
を
啓
発
し
、
善
行
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
に
寄
付
を
促
す
よ
う
教
え
て
い
ま
す
。
大
衆
が
慈
済
に
出
会
っ
て
、
定
期

的
に
寄
付
す
る
会
員
に
な
れ
ば
、
自
ず
と
慈
済
の
志
業
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
慈
済
精
神
の
方
向
を
理
解
す
れ
ば
、
一
歩
踏
み
込
ん
で

養
成
講
座
に
参
加
し
、
認
証
を
受
け
て
慈
済
人
に
な
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
一

人
で
も
多
く
の
慈
済
人
が
い
れ
ば
、
心
を
法
水
で
清
め
ら
れ
た
人
が
増
え
、
ま

た
一
人
、
人
間
菩
薩
が
生
ま
れ
る
の
で
す
」
。

上
人
は
皆
が
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
人
助
け
す
る
縁
が
あ
れ
ば
、
精
一
杯
支

援
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
自
発
的
な
も
の
で
、
人
に
請
わ
れ
て

行
く
の
で
は
な
く
、
苦
難
に
喘
ぐ
人
の
た
め
に
自
主
的
に
奉
仕
す
る
の
で
す
。

「
こ
の
世
に
は
苦
難
が
多
い
の
で
す
が
、
多
く
の
人
は
そ
の
縁
に
出
会
う
こ
と

は
な
く
、
慈
済
も
縁
が
な
い
た
め
に
支
援
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
、

修
道
女
会
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
団
体
か
ら
の
縁
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
感
謝
の

心
で
そ
れ
を
引
き
受
け
る
べ
き
で
す
。
衆
生
に
は
『
衆
生
の
福
』
が
あ
り
、
私

た
ち
は
『
自
分
の
無
私
を
信
じ
、
人
に
愛
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
』
て
、
精
一
杯

尽
く
す
こ
と
を
発
心
す
れ
ば
、
苦
難
に
あ
る
衆
生
に
奉
仕
す
る
力
が
湧
い
て
き

ま
す
」
。

善
が
増
え
る
分
だ
け
欲
が
減
る

十
三
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
朝
会
で
上
人
は
大
衆
に
こ
う
言
い
ま
し
た
、
「
感
染

予
防
を
疎
か
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
台
湾
は
相
対
的
に
落
ち
着
い
て
い
ま
す
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●
イ
タ
リ
ア
は
今
年
上
半
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
禍
の
震
源
地
で
、
都
市
封
鎖
し
て
い
た
時
、
慈
済
は
4
月

に
第
１
回
目
の
感
染
予
防
物
質
を
中
部
の
都
市
・
ネ
ピ
市
に

寄
贈
し
、
そ
れ
ら
は
赤
十
字
社
を
介
し
て
届
け
ら
れ
た
。
市

政
府
か
ら
慈
済
に
丁
重
な
感
謝
状
が
届
い
た
。
（
撮
影
・
チ
ェ

チ
リ
ア
・
メ
デ
ィ
チ
）
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が
、
そ
の
機
会
に
福
を
多
く
造
る
べ
き
で
す
。
幸

福
は
日
頃
か
ら
造
っ
て
貯
め
て
お
く
も
の
で
、
借

金
を
返
済
す
る
よ
う
に
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
っ
て
か
ら
造
り
出
す
よ
う
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

同
じ
理
屈
で
、
毎
日
の
食
事
も
『
借
り
』
よ
う
な

食
事
で
は
な
く
、『
感
謝
』
で
き
る
食
事
で
あ
る
べ

き
で
す
。
大
自
然
に
よ
っ
て
成
長
し
、
農
民
が
植

え
て
育
っ
た
五
穀
に
感
謝
す
る
の
で
す
」
。

ま
た
上
人
は
、
「
も
し
菜
食
を
し
な
け
れ
ば
、
一
回
の
食
事
に
ど
れ
だ
け
の
生

命
が
殺
さ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
菜
食
す
れ
ば
、
一
日
三
食
で
殺
生
の
業
を

造
ら
な
く
な
り
、
衆
生
の
生
命
に
対
し
て
借
金
を
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
。

ま
し
て
や
今
生
は
こ
の
大
き
な
縁
に
よ
っ
て
仏
法
を
聞
き
、
行
法
が
で
き
る
の

で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
上
、
業
を
造
る
こ
と
が
な
い
上
に
、
福
を
修

め
て
智
慧
が
増
え
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
縁
を
逃
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
い
ま
し
た
。

「
日
々
、
善
の
念
を
発
し
て
少
し
ず
つ
貯
め
、
心
に
愛
さ
え
あ
れ
ば
、
人
助
け

の
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
心
の
大
富
者
な
の
で
す
。
一
つ
の
小
さ
な

硬
貨
で
あ
っ
て
も
愛
を
表
し
て
お
り
、
こ
ま
ご
ま
し
た
愛
の
力
が
結
集
す
れ
ば
、

水
滴
が
集
ま
っ
て
河
と
な
る
よ
う
に
、
慈
済
が
国
内
外
で
奉
仕
し
て
き
た
善
行

に
は
、
一
人
一
人
の
発
心
か
ら
成
る
善
行
の
力
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

慈
済
月
刊
六
四
九
期
よ
り)
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０
１
・
０
２

一
月
の
出
来
事
　

…
…
…
…
…
…
…

訳
・
済
運

慈
済
基
金
会
は
初
め
て
河
北
省
承
德
市
で
「
冬
季
に
暖
を
届
け
る
」
活
動
を
行
っ

た
。
４
日
と
５
日
に
天
津
市
、
河
北
省
唐
山
市
、
内
蒙
古
赤
峰
市
、
北
京
市
な

０
１
・
０
５

０
１
・
０
４

◎
慈
済
基
金
会
と
高
雄
市
政
府
は
覚
書
を
交
わ
し
、
慈
善
ケ
ア
と
防
災
教
育
、

生
態
系
環
境
保
全
、
公
益
人
文
な
ど
の
４
大
分
野
で
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
。

◎
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
は
２
０
２
０
年
に
酷
い
干
ば
つ
と
水
害
に

見
舞
わ
れ
た
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
昨
年
１
１
月
に
被
害
を
調
査
し
、
１
２

月
に
配
付
活
動
を
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

今
月
５
日
か
ら
１
２
日
に
延
期
さ
れ
て
行
わ
れ
た
。
エ
ク
プ
ノ
ン
、
モ
ン
ル
ッ

セ
、
ル
カ
キ
リ
、
タ
マ
コ
ゥ
ル
、
バ
ウ
ェ
ル
、
コ
ア
ス
ク
ラ
ラ
な
ど
６
つ
の
郡

で
２
万
世
帯
余
り
に
米
と
食
用
油
を
届
け
た
。

ど
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
職
員
が
三
家
鎮
北
孤
山
村
と
前
營
子
村
に
向
か
い
、

３
０
世
帯
の
貧
困
家
庭
に
布
団
と
米
、
食
用
油
な
ど
の
生
活
物
資
を
配
付
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
雨
季
で
、
連
日
の
大
雨
に
よ
っ
て
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
と
パ
ハ
ン
州

な
ど
が
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。
慈
済
マ
ラ
ッ
カ
支

部
と
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
支
部
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
支
部
及
び
各
地
の
拠
点
は
近
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
し
、
２
日
か
ら
順
次
支
援
活
動
を
始
め
た
。
避
難
所

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪
問
し
て
物
資
の
配
付
や
清
掃
を
手
伝
っ
た
。
そ
の
他
、

セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
支
部
は
セ
ン
ビ
ラ
ン
州
皇
室
と
共
同
で
８
日
、
パ
ハ
ン
州
テ
メ

ル
ロ
ー
県
メ
ン
タ
カ
ブ
で
被
災
民
に
物
資
を
配
付
し
た
。
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０
１
・
１
２

慈
済
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
德
昕(

ド
ー
シ
ン
）
尼
と

德
儀
（
ド
ー
イ
ー
）
尼
が
ま
も
な
く
メ
デ
ィ
ア
業
界
で
実
習
す
る
２
９
人
の
学

生
に
ガ
ウ
ン
を
着
せ
る
儀
式
を
行
っ
た
。

０
１
・
１
３

バ
イ
オ
テ
ク
医
療
科
技
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
「
２
０
２
０
年
Ｓ
Ｎ
Ｑ
国
家
品

質
エ
ン
ブ
レ
ム
」
を
花
蓮
、
大
林
、
台
北
、
台
中
の
４
つ
の
慈
済
病
院
の
１
８

項
目
に
及
ぶ
業
務
に
お
い
て
認
証
を
授
け
た
。
中
で
も
、
花
蓮
と
大
林
慈
済
病

院
は
「
疫
病
に
対
す
る
功
労
賞
」
を
獲
得
し
た
。

慈
済
大
学
と
慈
済
科
技
大
学
は
、
台
湾
の
Ａ
Ｉ
技
術
開
発
企
業
・
ク
ネ
ロ
ン
社

と
「
実
習
、
就
業
及
び
産
学
合
作
」
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ
し
た
。
ハ
イ
テ
ク

教
育
と
そ
の
運
用
及
び
科
学
の
研
究
分
野
で
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
。

０
１
・
１
０

９
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
リ
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
航
空
の
旅
客
機
Ｓ
Ｊ
１
８
２
便
が

０
１
・
０
７

◎
大
愛
テ
レ
ビ
局
が
製
作
し
た
「
熱
血
青
年
」
が
第
２
０
回
国
内
児
童
・
少
年

優
秀
番
組
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
賞
の
「
児
童
・
少
年
社
会
参
画
賞
」
を
獲
得
し
た
。

◎
中
国
湖
南
省
長
沙
市
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
９
日
か
ら
１
３
日
ま
で
、

１
９
回
に
及
ぶ
「
冬
季
に
暖
を
届
け
る
」
活
動
を
行
い
、
４
３
１
世
帯
の
生
活

が
困
窮
し
た
清
掃
員
や
園
芸
作
業
員
に
保
温
衣
類
と
携
帯
用
魔
法
瓶
、
コ
ン
ビ

ニ
で
使
え
る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
贈
っ
た
。

０
１
・
０
９

ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ク
に
向
か
う
途
中
、
ジ
ャ
ワ
島
沖
で
墜
落
し

た
。
慈
済
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
０
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

ス
カ
ル
ノ
・
ハ
タ
空
港
に
向
か
い
、
乗
客
の
家
族
を
慰
問
し
、
寄
り
添
っ
た
。
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０
１
・
１
９

０
１
・
２
１

０
１
・
２
３

慈
済
基
金
会
の
冬
季
配
付
活
動
は
、
政
府
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
予
防
対
策
に
呼
応
し
て
、
歳
末
の
食
事
会
を
取
り
や
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
家
庭
訪
問
し
て
「
慈
善
物
資
カ
ー
ド
」
と
正
月
用
物
資
を
届
け
る
と
共
に
、

感
染
予
防
を
徹
底
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
活
動
は
本
日
よ
り
新
竹
、
台
中
、

高
雄
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
同
時
に
率
先
し
て
開
始
し
た
。

慈
済
基
金
会
は
国
立
科
学
工
芸
博
物
館
、
国
立
衛
生
研
究
院
と
共
に
、
「
防
疫
戦

闘
キ
ャ
ン
プ
」
を
催
し
、
ゲ
ー
ム
や
課
題
解
決
体
験
を
通
し
て
デ
ン
グ
熱
や
流
感
、

Ｏ
１
５
７
な
ど
の
伝
染
病
の
兆
候
及
び
感
染
経
路
、
予
防
法
を
紹
介
す
る
。
本

日
よ
り
４
月
２
５
日
ま
で
花
蓮
静
思
堂
で
催
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
西
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
で
、
本
日
午
前
２
時
過
ぎ
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
・
２
の
地
震
が
発
生
し
た
。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
と
マ
カ
サ
ー
ル
連
絡
所

は
緊
急
に
毛
布
、
ゴ
ザ
、
マ
ス
ク
、
米
な
ど
の
生
活
物
資
を
用
意
し
、
１
５
日

と
１
７
日
に
被
災
地
へ
輸
送
す
る
こ
と
を
軍
に
依
頼
し
た
。

台
北
慈
済
病
院
と
中
央
研
究
院
台
湾
人
体
生
物
資
料
庫
は
共
同
で
運
用
拠
点
を

設
立
し
た
。
参
加
者
の
生
活
形
態
や
環
境
情
報
、
疾
患
状
況
、
遺
伝
子
情
報
、

バ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
検
測
情
報
を
収
集
し
、
引
き
続
き
参
加
者
の
健
康
状
態
を
追

跡
す
る
こ
と
で
、
緻
密
な
医
療
の
発
展
と
病
気
の
治
療
及
び
予
防
研
究
に
役
立

て
る
。
本
日
は
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。

慈
済
基
金
会
と
海
洋
委
員
会
海
巡
署
中
部
分
署
は
協
力
す
る
こ
と
で
覚
書
を
交

わ
し
た
。
今
後
双
方
は
災
害
支
援
、
社
会
支
援
、
人
文
慈
善
、
生
態
系
環
境
保
全
、

０
１
・
１
５

０
１
・
１
４

地
方
再
生
な
ど
で
歩
調
を
合
わ
せ
る
。
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親の自慢の子になる

タイではコロナ禍があらゆる学校教育に影響を与えている。この１０年間、

５月の学期開始前に行ってきた慈済の新芽奨学金の授与式も１１月に延期さ

れたが、百校余りの１,７００人余りの社会的弱者世帯の子供たちに恩恵をも

たらしている。子供たちも安心して学校に通えるだけでなく、コロナ禍の中

で生計を支える親の負担を軽減できることを嬉しく思っている。

( 文、撮影・蘇品緹　タイ・バンコク 2020.11.9 )
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